
各事業の点検・評価シートにおける評価基準について 

 現在、新型コロナウイルスの感染症拡大の影響から、草津市スポーツ推進計画および

第２期草津市スポーツ推進計画に関連する事業についても多くの事業が中止や延期と

なり、各事業の点検・評価シートにおける５段階評価が難しい状況となっております。 

具体的には下表のとおり、現行基準ですと計画どおりできた場合には「３」、計画ど

おりできなかった場合には「２」という基準ですが、コロナ禍において様々な事業に制

限がされたことから、基準通りの評価をすると「２」が大半の評価となってしまします。 

今後、コロナ禍の終息がいつになるか見えないため、当面の間はコロナ禍の影響を受け

る事業の評価を一定数することが想定されます。 

評価欄の記載方法として考えられるのは、以下のとおりです。 

①現行基準通り「２」と評価する。

（「２」の評価自体は事実であって、悪いものではないと解する方法。）

②評価不可能として「－」で表現する。

③評価基準をコロナ禍でも対応できるよう変更する。

この中から、コロナ禍でも対応できる評価手法として、下表のとおり事務局案をご提

案します。 

新基準（案） 現行基準 

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た 

  （計画以上に準備行為等を行い、かつ顕 

著な成果を得うる内容だった。） 

４：計画以上にできた 

  （計画以上の準備行為等を行っていた） 

３：計画どおりできた 

  （計画どおりの準備行為等を行っていた） 

２：計画どおりできなかった 

  （計画どおりの準備行為等を行えなかっ

た） 

１：取り組まなかった 

※括弧内は、新型コロナウイルス感染拡大の

影響により事業の全部または一部が実施でき

なかった場合等に適用する。 

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た 

４：計画以上にできた 

３：計画どおりできた 

２：計画どおりできなかった 

１：取り組まなかった 
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単位：点

男子 53.06 男子 54.01 男子 53.96 男子 55.59 男子 54.68 男子 -

全国 53.91 全国 53.92 全国 54.16 全国 54.21 全国 53.61 全国 -

女子 53.59 女子 53.99 女子 54.70 女子 55.30 女子 55.50 女子 -

全国 55.01 全国 55.54 全国 55.72 全国 55.90 全国 55.59 全国 -

単位：％

　全体的に３０代から４０代のスポーツ実施率を上げることが重要であるため、若い世代がイベントに参加できる工夫を行い、継続
してスポーツに取り組んでもらえるようなきっかけづくりを行う必要がある。

54.8 50.8 49.6 51.5 56.0 55.2

【成果・課題】

　草津市民スポーツレクレーション祭やチャレンジスポーツデー、草津市民駅伝大会などのスポーツイベントを開催し、市民の運動
機会の創出に取り組みスポーツ実施率が上昇した。また、スポーツ実施率について、年齢別では２０歳代、５０歳代から７０歳代ま
での年代が比較的高くなっている一方、３０～４０歳代は依然として低い状況である。
　このため、若い世代に対し効果的なアプローチや意識づけを行い、スポーツ実施率向上に向けた具体的な取組について検討が
必要である。

【今後の取組】

 「小・中学校体力向上プロジェクト」において、楽しみながら、意欲的に取り組めるよう体育授業の改善を行うとともに、現在実施し
ているジュニアスポーツフェスティバルやダンス教室等の事業内容を更に充実させ、運動好きの子どもの育成を図る。

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進

目標
成人（20歳以上）の

週1回30分以上のスポーツ実施率
目標値（Ｒ2） 65％以上

現状値（H26） H28 H29 H30 Ｒ1 Ｒ2

小学5年生 小学5年生 小学5年生 小学5年生 小学5年生 小学5年生

【成果・課題】

　立命館大学スポーツ健康科学部と協働で取り組む「小・中学校体力向上プロジェクト」において、体育授業のはじめの数分間で
取り組める「短時間運動プログラム」を効率よく実施するとともに、コオーディネーション能力を向上させるための運動を開発・検証
してきた結果、令和２年度は体力テストの実施がなかったものの、令和元年度の小学5年生女子の成績は、前年度よりも上昇し、
県の平均点を上回り、全国の平均点に迫っている。また、小学5年生男子は、前年度に比べ平均点は低下したものの、県や全国
の平均点よりも高い数値を示している。
　運動が好き、嫌いと体力とで相関関係があるといわれており、さらなる新体力テストの成績向上に向けて、運動好きの子どもを増
やすことが課題である。

【今後の取組】

令和２年度　草津市スポーツ推進計画の点検・評価

基本方針１ 子どもの体力向上とスポーツ活動の推進

目標 新体力テストの成績 目標値（Ｒ2） 全国平均点を上回る

現状値（H26） H28 H29 H30 Ｒ1 Ｒ2
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単位：ｸﾗﾌﾞ

単位：点

　市内の競技団体の活発な活動の促進に向けて、引き続き、公益社団法人草津市スポーツ協会の運営や活動を支援し、さらなる
運営体制の強化に努める。
　また、競技力の向上に向けて、指導者の確保・育成ならびに選手の発掘・育成を一層推し進めていくために草津市スポーツ協会
を中心として市内の競技団体や滋賀県スポーツ協会などの関係団体と一層の情報共有や連携に取り組むことが重要となる。

75.00
※2位

58.00
※6位

62.00
※5位

55.00
※4位

57.83
※5位

―
※新型コロナウイルス感染症の影響
により、郡市対抗種目が公開競技に

なったため。

【成果・課題】

　公益社団法人草津市スポーツ協会の運営や活動を支援し、人員体制の強化に取り組んだ。また、スポーツ協会、各競技団体、
指定管理者と連携しプロスポーツ選手と連携したスポーツ教室や子ども向け体験教室を実施するなど、関係者と連携した取組み
を進めた。
　草津市の競技力の指標とした滋賀県民体育大会における草津市の総合得点は、参加種目が減少したため順位が下降したが、
上位に入賞する競技は増加しており、引き続き競技力の向上を図っていく。

【今後の取組】

　地域コミュニティを中心とした本市の生涯スポーツの推進に向けて、クラブを設立していない地域に対し、地域スポーツクラブの
説明会を体育振興会連絡協議会で開くなどの働きかけを行うとともに、既存のクラブについても、地域スポーツクラブ間の交流を
通じて、各クラブの特長を相互に活かしていく情報交換の機会を設ける。

基本方針４ 競技スポーツの推進

目標
滋賀県民体育大会における

草津市の総合得点
目標値（Ｒ2） 95.00点

現状値（H26） H28 H29 H30 Ｒ1 Ｒ2

4 4 5
※設置された学区は５学区

5
※設置された学区は６学区

5
※設置された学区は６学区

5
※設置された学区は６学区

【成果・課題】

　より身近に様々なスポーツができる機会や環境の充実に向けて、地域スポーツクラブの目的や意義等について周知・啓発を
図ってきた結果、現在、５つのスポーツクラブが６学区で活動している。
　課題としては、さらなるクラブの設立に向けた取組と、既存クラブの運営に固定化・高齢化がみられるため、持続可能な組織に向
けた運営のあり方を検討する必要がある。

【今後の取組】

基本方針３ 地域コミュニティによるスポーツの推進

目標 地域スポーツクラブ設立数 目標値（Ｒ2） 8クラブ

現状値（H26） H28 H29 H30 Ｒ1 Ｒ2
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単位：ｱｸｾｽ

　国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の開催に向け、着実にハード整備を進めていくことが必要である。
　また、施設利用にあたってはインターネット予約の検討、施設・備品の更新など、快適な施設利用に向けた改善を進める必要が
ある。

36,406 150,293 213,022 189,825 188,075 208,825

【成果・課題】

　（仮称）草津市立プールの整備および社会体育施設等の機能維持に向けた改修を実施するとともに、ＹＭＩＴアリーナ等を活用し
たスポーツイベントの開催に取り組みました。
　また、社会体育施設のホームページについては、ＳＮＳとの連動や音声による施設紹介、施設予約状況の閲覧等の情報発信の
充実を図り、利用者の利便性向上に努めた。
　今後もさらなる利便性の向上に向けて、ソフト・ハード両面の取組を推進していく必要がある。

【今後の取組】

基本方針５ スポーツ環境の充実

目標
社会体育施設

ホームページアクセス数
目標値（Ｒ2） 100,000アクセス

現状値（H26） H28 H29 H30 Ｒ1 Ｒ2
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目標 事業名 担当課 実施主体 関係団体等
令和２年度
評価

① 遊びを通じた運動・スポーツの充実 子どもの運動・遊び推進事業
幼児課
子育て相談センター

草津市 認定こども園、幼稚園、保育所、子育て相談センター 3

② 親子で楽しむ運動・スポーツ機会の充実 親子で参加できる各種スポーツ教室 スポーツ保健課 草津市スポーツ振興事業体 スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員協議会 3

③
地域ぐるみで取り組む子どもの運動・ス
ポーツ機会の充実

地域協働合校 生涯学習課 各推進組織 地域住民、市民サークル、老人会、企業・大学関係者　など 3

④
トップアスリートと連携したスポーツ機会
の充実

くさつMIO夢先生事業 スポーツ保健課 草津市 MIOびわこ滋賀、小学校 3

① 授業内容の充実と体育指導の向上 小・中学校体力向上プロジェクト事業 スポーツ保健課 草津市 小学校体育連盟、中学校保健体育連盟、立命館大学 3

② 大学と連携した学校体育の充実
ジュニアスポーツフェスティバル
KUSATSU

スポーツ保健課 草津市 小学校体育連盟、立命館大学 3

① 小・中学校体育連盟の連携強化 小・中学校体育連盟活動推進事業 スポーツ保健課 草津市 小学校体育連盟、中学校保健体育連盟 3

②
スポーツ関係団体や大学等と連携した運
動クラブ・部活動の支援

運動クラブ・部活動支援事業 スポーツ保健課 草津市 スポーツ協会、立命館大学 3
（４） スポーツ少年団活動の

活性化 ① スポーツ少年団の支援　※基本方針４-（２）並記 スポーツ少年団事業補助金 スポーツ保健課 草津市 スポーツ少年団（スポーツ協会） 3

① スポーツ傷害に関する学習の推進 スポーツ傷害予防講習会 スポーツ保健課 草津市 中学校体育連盟 3

② スポーツ傷害を防ぐ指導者の育成 スポーツ指導者講習会 スポーツ保健課 草津市スポーツ振興事業体 スポーツ協会 3

草津市民スポーツ・レクリエーション祭 スポーツ保健課 体育振興会連絡協議会 スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員協議会 3

ワールドマスターズゲームズ２０２１関西
（ソフトボール競技）

スポーツ大会推進室
草津市、守山市、東近江市
滋賀県ソフトボール協会

各市ソフトボール協会、滋賀県　他 3

草津川跡地公園での健幸イベント 健康福祉政策課 草津市 草津まちづくり株式会社 3

② スポーツ活動機会の充実 チャレンジスポーツデー スポーツ保健課 草津市 スポーツ協会、体育振興会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員、立命館大学 3

③
障害者が参加できるスポーツイベントの
支援・充実

草津市いきいきふれあい大運動会 障害福祉課 心身障害児者連絡協議会 3

ウオーキング推進事業 スポーツ保健課
スポーツ推進委員協議会
くさつ健・交クラブ

立命館大学、ボランティアガイド協会　他 4

草津版ヘルスツーリズム実証実験
企画調整課
商工観光労政課

草津市 観光物産協会、立命館大学 3

② ランニングの普及 ランニングイベントの開催
都市再生課
スポーツ保健課

民間事業者・健幸都市くさつ
ランフェスティバル実行委員
会

草津まちづくり株式会社 3

③ ライフステージに応じた事業の推進 くさつ健幸ポイント制度 健康増進課 草津市 3

④ くさつ健康はつらつ体操等の普及・促進 くさつ健康はつらつ体操 健康増進課 健康推進員連絡協議会 3

① 高齢者が気軽に参加できる事業の推進 老人クラブ活動支援 長寿いきがい課 草津市 老人クラブ連合会 3

② いきいき百歳体操等の普及・促進 いきいき百歳体操 長寿いきがい課 草津市 3

① 子どもの食育の推進 離乳食レストラン 子育て相談センター 健康推進員連絡協議会 3

② 高齢者の食育の推進 草津歯口からこんにちは体操 長寿いきがい課 草津市 3

①
気軽に参加できるスポーツや健康づくり
事業の推進

（２） スポーツを通じた健康
づくりの推進

① ウオーキングの推進

２ 生涯スポーツ活動の推
進

成人の週１回３０分以上
のスポーツ実施率

（１） 身近なスポーツイベント
の充実

（３） 高齢者の健康づくりの
推進

（４） 食育による健康づくりの
推進

草津市スポーツ推進計画　実施事業一覧

基本方針 施策 具体的な取組

１ 子どもの体力向上とス
ポーツ活動の推進

新体力テストの成績 （１） 乳幼児・児童の運動（遊
び）の推進

（２） 学校体育の充実

（３） 運動クラブ・部活動の充
実

（５） スポーツ傷害の予防
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目標 事業名 担当課 実施主体 関係団体等
令和２年度
評価

草津市スポーツ推進計画　実施事業一覧

基本方針 施策 具体的な取組

① 地域のスポーツ活動の活性化 スポーツ推進委員指導力向上事業 スポーツ保健課 スポーツ推進委員協議会 3

②
地域各種団体等との連携によるスポーツ
活動の推進

スポーツ推進委員活動推進事業 スポーツ保健課 スポーツ推進委員協議会 スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、各体育振興会、各地域スポーツクラブ 3
（２） 体育振興会活動の活性

化 ① 学区単位のスポーツ活動の活性化 地域スポーツイベントの開催 スポーツ保健課 各体育振興会 各スポーツ推進委員 3

① 地域スポーツクラブ設立の支援 地域スポーツクラブ設立支援事業 スポーツ保健課 草津市 各体育振興会、各スポーツ推進委員 2

② 総合型地域スポーツクラブの支援 総合型地域スポーツクラブ事業補助金 スポーツ保健課 草津市 くさつ健・交クラブ 3
（４） 各種関係団体との連携

強化 ① 各種関係団体との連携強化 各種関係団体と連携したスポーツ活動 スポーツ保健課 各体育振興会 スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員、地域スポーツクラブ 3

① 大学等と連携したスポーツ活動の推進 大学等と連携したスポーツ活動 スポーツ保健課 各体育振興会 立命館大学、市内高等学校 3

② 企業等と連携したスポーツ活動の推進 くさつMIO夢先生事業 スポーツ保健課 草津市 MIOびわこ滋賀 3

① スポーツ協会の支援 スポーツ協会運営・事業補助金 スポーツ保健課 草津市 スポーツ協会 3

② 国民体育大会に向けた競技力の向上
国民体育大会に向けた選手の発掘・育
成

スポーツ保健課 スポーツ協会 3
（２） スポーツ少年団活動の

活性化 ① スポーツ少年団の支援　※基本方針１-（４）並記 スポーツ少年団事業補助金 スポーツ保健課 草津市 スポーツ少年団（スポーツ協会） 3

① 激励金の交付 スポーツ選手各種大会出場激励金 スポーツ保健課 草津市 3

② スポーツ顕彰の実施 草津市民スポーツ大賞 スポーツ保健課 草津市 3

① 障害者アスリートへの支援 障害者アスリート各種大会出場激励金 障害福祉課 草津市 3

②
草津市立障害者福祉センター・県立障害者福祉
センター等との連携による障害者スポーツの推
進

滋賀県障害者スポーツ大会 障害福祉課 各関係団体 3

① ジュニアアスリートの育成 各種ジュニアスポーツ教室 スポーツ保健課 草津市スポーツ振興事業体 スポーツ協会 3

② 専門性を生かしたアスリートの育成 大学・企業等と連携したアスリート育成 スポーツ保健課 草津市スポーツ振興事業体 スポーツ協会、立命館大学 4
（６） 競技大会の推進

① 草津市民体育大会の開催 草津市民体育大会 スポーツ保健課 草津市 スポーツ協会 3

各種競技大会 スポーツ保健課 草津市 スポーツ協会 3

第７９回国民スポーツ大会
第２４回全国障害者スポーツ大会

スポーツ大会推進室 滋賀県、各中央競技団体 草津市、滋賀県スポーツ協会　他 3

滋賀県民体育大会にお
ける草津市の総合得点

障害者スポーツの推進

② 各種競技大会の開催

４ 競技スポーツの推進

（５） 将来を担うアスリートの
育成

３ 地域コミュニティによる
スポーツの推進

地域スポーツクラブ設
立数

（１） スポーツ推進委員活動
の推進

（３） 総合型地域スポーツク
ラブ活動の活性化

（５） 大学や企業等との連携
強化

（１） スポーツ協会活動の活
性化

（３） 各種大会出場者への支
援

（４）
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目標 事業名 担当課 実施主体 関係団体等
令和２年度
評価

草津市スポーツ推進計画　実施事業一覧

基本方針 施策 具体的な取組

① 指導者の育成 スポーツ指導員等資格取得支援事業 スポーツ保健課 スポーツ協会 3

② スポーツ協会との連携 指導者人材バンク スポーツ保健課 スポーツ協会 3

③ スポーツボランティアの育成 スポーツボランティア登録制度 スポーツ保健課 草津市スポーツ振興事業体 スポーツ協会、くさつ健・交クラブ 3

④ スポーツボランティア機会の充実 スポーツボランティアの積極的活用 スポーツ保健課 草津市 スポーツ協会、くさつ健・交クラブ 3

①
ホームページを活用した情報発信の充
実

草津市スポーツ情報ネットの充実 スポーツ保健課 草津市スポーツ振興事業体 スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員協議会 4

②
各種情報メディアを活用した情報発信の
充実

草津市スポーツ情報紙の発行 スポーツ保健課 草津市スポーツ振興事業体 スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員協議会 3

① （仮称）野村スポーツゾーンの整備 野村公園整備事業 公園緑地課 草津市 スポーツ協会、観光物産協会、中心市街地活性化協議会、立命館大学 3

②
国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ
大会に向けた施設の整備・充実

社会体育施設等整備改修事業（国スポ
整備）

スポーツ大会推進室
プール整備事業推進室

草津市 スポーツ協会 3

③ 施設のバリアフリー化の推進 社会体育施設整備改修事業（営繕） スポーツ保健課 草津市 スポーツ協会 3

④
地域まちづくりセンター等の地域の身近
な施設の活用

地域まちづくりセンター貸館事業 まちづくり協働課
草津市、各学区まちづくり協
議会 3

⑤ 公園の整備・充実 児童公園等再整備事業 公園緑地課 草津市 各町内会 3
（４） 学校体育施設開放の充

実 ① 学校体育施設開放の充実 学校体育施設開放事業 スポーツ保健課 草津市 くさつ健・交クラブ、各地域スポーツクラブ 3
（５） 企業等管理施設の有効

活用 ① 企業等管理施設の有効活用 企業等管理施設の一般開放の検討 スポーツ保健課 草津市 企業等 3

①
（仮称）野村スポーツゾーン等を生かした
スポーツイベントの推進

野村公園整備事業 公園緑地課 草津市 スポーツ協会、観光物産協会、中心市街地活性化協議会、立命館大学 3

② 近隣自治体等との連携 自転車競技大会の開催協力 商工観光労政課 草津市 滋賀県・京都府自転車競技連盟 3

５ スポーツ環境の充実 社会体育施設ホーム
ページアクセス数

（１） 指導者の育成・ボラン
ティア機会の充実

（２） 新たなスポーツ情報発
信システムの構築

（３） 社会体育施設等の整
備・充実

（６） スポーツ観戦機会の充
実
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

（
１

）
乳
幼
児
・
児
童
の
運
動

（
遊
び

）
の
推
進

支援者数　２０１人
・スポーツ体験・交流活動
　３４回　１４１人
・部活動　５０回　６０人

③
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
子
ど
も
の
運
動
・
ス

ポ
ー

ツ
機
会
の
充
実

地域協働合校

生
涯
学
習
課

実施計画

地域住民、市民サークル、老人会、企業・大学関係者　など 学校・家庭・地域の協働を通じて、生涯を通した学びや活動に関心を持つことができる機会の充実を図る。

事業内容

学校・家庭・地域が、それぞれの持つ教育機能を生かしながら、
子どもと大人が地域文化や、現代的課題等について学び合い、
かかわり合い、よろこび合い、認め合いの協働を積み重ねる社会
を目指した活動を推進する。

計画

支援者数　２００人 支援者数　２０５人 支援者数　２１０人 支援者数　２１５人 支援者数　２２０人

成果

②
親
子
で
楽
し
む
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
機
会
の
充
実

親子で参加できる各種
スポーツ教室

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市スポーツ振興事業体 実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員協議会 スポーツを通じて、親と子のつながりを深めるとともに、親の子育てへの参画意識の醸成につなげる。

事業内容
親子で参加できる各種スポーツ教室を開催し、家族ぐるみで運
動・スポーツに取り組むことができる機会の充実を図る。

計画

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

成果

新型コロナウイルスの影響により、時期によっては中止となった事
業があるものの、児童期対象の教室について、児童のスポーツの
楽しさや充実感の醸成が図れた。その結果、乳幼児期に親を通じ
て運動の重要性を伝えることができたのと同時に、教室を通じて
子育て世代同士のコミュニケーションを図る場の提供ができた。

課題

乳幼児を対象とした運動教室の実施には児童の親の出席が必
要不可欠のため、子育て世代の親が参加しやすい時間や場所
等を考慮し、参加しやすいプログラムの工夫と周知が必要であ
る。

実績

乳幼児期対象　４教室
・親と子の体操教室（春・秋）
・親と子の３B体操教室
・幼児サッカー教室
児童期対象　２教室
・楽しいスポーツ教室
・ジュニアスポーツ教室

乳幼児期対象　４教室
・親と子の体操教室（春・秋）
・親と子の３B体操教室
・幼児サッカー教室
児童期対象　２教室
・小学生スポーツ教室
・夏休みジュニアスポーツ教
室

乳幼児対象　４教室
・親と子の体操教室(春・秋)
・親と子の３Ｂ体操教室
・幼児サッカー教室
児童対象　２教室
・小学生スポーツ教室
・夏休みジュニアスポーツ教
室

乳幼児対象　４教室
・親と子の体操教室(春・秋)
・幼児サッカー教室(春・秋)
児童対象　２教室
・小学生スポーツ教室
・夏休みジュニアスポーツ教
室

乳幼児対象　４教室
・親と子の体操教室(秋)
・幼児サッカー教室(秋
)※春はコロナで中止
児童対象　２教室
・小学生スポーツ教室(秋・冬)※
春はコロナで中止
・夏休みジュニアスポーツ教室
※コロナで中止

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

基本方針１ 子どもの体力向上とスポーツ活動の推進

評価

①
遊
び
を
通
じ
た
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
の
充
実

３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

子どもの運動・遊び推
進事業

幼
児
課
・
子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー

認定こども園、幼稚園、保育所、子育て相談センター

草津市

事業内容

認定こども園・幼稚園・保育所において、各園所の特色を生かし
た運動（遊び）の充実を図り、また子育て支援センターにおいて、
遊び場の提供や親子で身体を動かすことができるイベントを開催
する。

成果

子育て家庭に交流の場と親子で体を動かすことのできる場を提供
するとともに各園所においても児童の運動のきっかけの場を提供
する事ができた。その結果、子自身の健康と子育てについての支
援を行うことができた。

事業名 点検・評価

課題

コロナ禍において運動に対する親御さんの意識も薄れがちになっ
ていると感じる。また、事業自体もコロナ禍において実施できない
こともあり、いかにコロナ禍でも事業を実施し、啓発を続けていく
かが課題と感じている。

実施計画

計画

実績

◆各園所
・元気ひろば　１０園所
・リズム運動　６園所
・サッカー教室　６園所
・マラソン大会　１園所
・相撲遊び　１園所
◆子育て支援センター
・ﾂｲﾝｽﾞﾌﾚﾝｽﾞ「ﾐﾆ運動会」（１０月）
・父親教室「防災運動会」（１１月）

◆各園所
・元気ひろば　１０園所
・リズム運動　６園所
・サッカー教室　６園所
・マラソン大会　１園所
・相撲遊び　１園所
◆子育て支援センター
・ﾂｲﾝｽﾞﾌﾚﾝｽﾞ「ﾐﾆ運動会」（１０月）
・父親教室「芋ほり体験」（１０月）

様々な運動（遊び）を通じて、子どもの体力・運動能力の向上と、親同士や子ども同士の交流を深めるきかっかけづくりにつなげる。

◆各園所
元気ひろば・マラソン大
会、相撲遊び等の実施
◆子育て支援センター
各種イベントの開催

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

◆各園所
元気ひろば・マラソン大
会、相撲遊び等の実施
◆子育て支援センター
各種イベントの開催

◆各園所
元気ひろば、相撲遊び等
の実施
◆子育て相談センター
各種イベントの開催

◆各園所
元気ひろば、リズム遊
び、相撲遊び等の実施
◆子育て相談センター
各種イベントの開催

◆各園所
元気ひろば、リズム遊
び、相撲遊び等の実施
「幼児の運動遊びプログ
ラムモデル」事業の実施
◆子育て相談センター
各種イベントの開催

支援者数　１８６人
・スポーツ体験・交流活動
　５４回　１２８人
・部活動
　５８回　５８人

支援者数　７０３人
・スポーツ体験・交流活動
 ４８回　６７９人
・部活動
　24回　24人

支援者数　８４３人
・スポーツ体験・交流活動
　２８回　８０５人
・部活動
　３８回　３８人

支援者数　２８０人
・スポーツ体験・交流活動
　５７回　１４１人
・部活動
　１０６回　１３９人

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、か
つ顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおり
の準備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内
は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

◆各園所
・元気ひろば　８園所
・リズム運動　５園所
・サッカー教室　４園所
・相撲遊び　１園所
◆子育て相談センター
・特別講座

　「親子で楽しむ運動遊び」（9月）

・ﾂｲﾝｽﾞﾌﾚﾝｽﾞ「ミニ運動会」（10月）

◆各園所
・元気ひろば　８園所
・リズム運動　５園所
・サッカー教室　４園所
・相撲遊び　１園所
 ◆子育て相談センター
・ツインズフレンズ「ミニ運動会」
（10月）
・「親子で楽しむ運動遊び」（10
月）

◆各園所
・元気ひろば　８園所
・リズム運動　５園所
・相撲遊び　　１園所
・サッカー教室　3園所
・「幼児の運動遊びプログラム」
は、新型コロナウイルス感染拡
大に伴い、R3に延期する。
◆子育て相談センター
・「親子で楽しむ運動遊び」（10
月）

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

コロナ禍においても、各学校の地域協働合校において、地域の方
とともにけん玉やダンスなどのクラブ活動や、中学校での部活動
指導をしていただくなど、運動に親しむ機会を創出できた。

課題
学校からの実績報告でボランティア数が変動し、実数の確認がと
りづらいことから、今後は地域協働合校の有償支援者数を実数と
して報告する方向で検討が必要。

実績

各推進組織

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

基本方針１ 子どもの体力向上とスポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、か
つ顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおり
の準備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内
は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

（
２

）
学
校
体
育
の
充
実

（
１

）
乳
幼
児
・
児
童
の
運
動

（
遊
び

）
の
推
進

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回
短時間運動プログラム
（小）　１４校

①
授
業
内
容
の
充
実
と
体
育
指
導
の
向
上

小・中学校体力向上プ
ロジェクト事業

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回
短時間運動プログラム
（小）　１４校

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　0回
体育実技研修会　0回
短時間運動プログラム
（小）　１４校

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回
短時間運動プログラム
（小）　１４校

ダンス教室１４回（小）
短時間運動プログラム
（小）　１４校

実施計画

小学校体育連盟、中学校保健体育連盟、立命館大学 児童・生徒の体力向上と体育指導者の資質向上につなげる。

事業内容

児童が楽しみながら、体力向上を図れるよう、ダンス教室を開催
する。また、児童・生徒が意欲的に体育授業に取り組めるよう、立
命館大学と協働して授業内容の研究と充実を図るとともに、指導
者の資質向上に努める。

計画

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回

成果

立命館大学と協働して授業内容の研究と充実を図るとともに、指
導者の資質向上に取り組むことができた。R1年度の全国体力・運
動能力、運動習慣等調査では、小学生男子・中学生男女で全国
平均を上回り、プロジェクトの成果が見られた。

課題
体力の向上は見られたが、運動への愛好度は全国平均に届かな
かった。取組を継続し、体力とともに質問紙調査の結果向上にも
努める必要がある。

実績

草津市

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

MIOびわこ滋賀、小学校 児童がスポーツの楽しさや素晴らしさを身近に感じ、スポーツをしたり、好きになるきっかけづくりにつなげる。

事業内容
市内の小学校においてMIOびわこ滋賀と連携した体育の授業を
行い、児童とMIOびわこ滋賀の選手等のトップアスリートが交流で
きる機会の充実を図る。

計画

市内小学校　３校 市内小学校　５校 市内小学校　５校 市内小学校　５校 市内小学校　５校

成果
コロナ禍により、計画値を下回ったものの、トップアスリートとの交
流を通じて、児童生徒が夢を実現するために、努力を積み重ねる
ことの大切さを認識する機会となった。

課題
市内中学校を対象とすることや事業の内容をより丁寧に案内する
等のさらなる活性化策を検討する必要がある。

実績

市内小学校　４校
・志津南小学校　６年
・渋川小学校　６年
・老上小学校（予定）
・草津中学校（予定）
市スポーツ少年団

市内小学校　２校
・老上小学校　４年 ２回
・志津南小学校　５年 ２
回
・市スポーツ少年団
※渋川小学校は開催予
定であったが、コロナの
ため中止

市内小学校　3校
・常盤小学校　６年
・草津第二小学校　５年、
６年
・渋川小学校５年

市内小学校　４校／６回
・渋川小学校　６年
・老上小学校　４年
・志津小学校　４年
・玉川小学校　４年（３回）

④
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
と
連
携
し
た
ス
ポ
ー

ツ
機
会
の

充
実

くさつMIO夢先生事業

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

市内小学校　５校
・志津南小学校　６年
・草津小学校　４年～６年
・山田小学校　６年
・玉川小学校　３年
・常盤小学校　５年

②
大
学
と
連
携
し
た
学
校
体
育
の
充
実

ジュニアスポーツフェス
ティバルKUSATSU

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

小学校体育連盟、立命館大学 児童が様々なスポーツの体験・出会いを通じて、運動をすることが好きになるきっかけづくりにつなげる。

事業内容
市内の小学６年生が一堂に会するスポーツイベントを立命館大学
と連携して開催し、日ごろの体育授業の取組の成果を発揮する場
や大学の様々な運動部と交流できる機会をつくる。

計画

１０月開催 １０月開催 １０月開催 １０月開催 １０月開催

成果
コロナ禍による中止があったものの、草津市の全小学６年生が一
堂に会して実施するスポーツイベントとして、スポーツを通じて運
動が好きになるきっかけづくりにできた。

課題
コロナ禍に対応したジュニアスポーツフェスティバルのあり方を引
き続き検討していく必要がある。

実績

１０月１４日開催
市内小学６年生
１，３００人参加

雨天のためクインススタ
ジアムでの活動は中止

１０月１９日開催
市内小学６年生
１，３３０人参加

１０月１８日開催
市内小学６年生
１，３３０人参加

新型コロナの影響でジュ
ニアスポーツフェスティバ
ルは中止し、スポーツを
楽しもう！アスリート交流
事業を各小学校で実施。

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

基本方針１ 子どもの体力向上とスポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、か
つ顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおり
の準備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内
は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 検討 新規 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

（
３

）
運
動
ク
ラ
ブ
・
部
活
動
の
充
実

（
４

）
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
活
動
の
活
性
化

①
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
支
援

スポーツ少年団事業補
助金

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

スポーツ少年団（スポーツ協会） スポーツ少年団活動を促進し、団員確保につなげる。

事業内容
子どもが積極的にスポーツ活動を行い、心身の健全育成や仲間
との交流等を生み出す環境を整えるため、スポーツ少年団活動
の支援を行う。

計画

団員数　８００人 団員数　９１０人 団員数　９４０人 団員数　９７０人 団員数　１，０００人

成果
新型コロナウイルス感染症の影響や、市内スポーツクラブの活動が活発
になったことにより、児童が分散され、新規入団者数が伸び悩んだ。ま
た、新型コロナウィルス感染症の影響により、事業が５回中止された。

課題
子どもたちや保護者のニーズが多様化しているなか、魅力的なス
ポーツ少年団活動となるよう、啓発の強化や活動の充実等に取り
組む必要がある。

実績

団体数　３７団体
団員数　９０６人
事業実施回数　１０回

団体数　３８団体
団員数　９５３人
事業実施回数　１０回

団体数　３７団体
団員数　９０２人
事業実施回数　１０回

②
ス
ポ
ー

ツ
関
係
団
体
や
大
学
等
と
連
携
し
た
運
動
ク

ラ
ブ
・
部
活
動
の
支
援

運動クラブ・部活動支
援事業

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

スポーツ協会、立命館大学 児童・生徒の競技力や運動クラブ・部活動に取り組む意欲の向上につなげる。

事業内容
運動クラブ・部活動の充実した運営体制の構築を図るため、ス
ポーツ関係団体や大学等と連携し、指導者や支援員の派遣等を
行う。

計画

先進事例研究 新制度創設
支援件数　１２件
（市内６中学校×２名配
置）

新制度創設
支援件数　１２件
（市内６中学校×２名配
置）

支援件数　１２件
（市内６中学校×２名配
置）

支援件数　１２件
（市内６中学校×２名配
置）

成果
専門的な指導の補助および部活動顧問の負担軽減の視点で有
効であった。

課題
指導者に適した人材の確保に課題があるため、よりよい仕組みを
考えていく必要がある。また、部活動のあり方を検討する組織づく
りを検討していく必要がある。

・「運動部活動支援員制度」
・支援件数８件
（市内６中学校×１～２名配
置）
・「運動部活動指導員制度」
（市内４中学校×１名配置）

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

団体数　３７団体
団員数　８６１人
事業実施回数　８回

団体数　２７団体
団員数　５８８人
事業実施回数　５回（５／
１０回コロナ中止）

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

児童生徒の体力向上の取組について検討し、よりよい方法を検
討していくことができた。

課題
推進会議の回数については、委員の意向をもとに検討していく必
要がある。

実績

推進会議　年３回 推進会議　年３回 推進会議　年２回　　　　 推進会議　年２回　　　

実績

・大津市事例研究
・事業実施要項（案）作成

・「運動部活動支援員制
度」の創設
・支援件数１２件
（市内６中学校×２名配
置）

・「運動部活動支援員制度」
・支援件数１０件
（市内６中学校×１～２名配
置）
・「運動部活動指導員制度」
の創設
（市内２中学校×１名配置）

・「運動部活動支援員制度」
・支援件数９件
（市内６中学校×１～２名配
置）
・「運動部活動指導員制度」
の創設
（市内２中学校×１名配置）

①
小
・
中
学
校
体
育
連
盟
の
連
携
強
化

小・中学校体育連盟活
動推進事業

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

小学校体育連盟、中学校保健体育連盟 小・中学校体育連盟の連携を強化し、運動クラブ・部活動の活性化を図る。

事業内容
学校間の運動クラブ・部活動にかかわる課題等の共有を図り、そ
の解決策等について、協議・研究する機会の充実を図る。

計画

推進会議　年３回 推進会議　年３回 推進会議　年３回 推進会議　年３回 推進会議　年３回

成果

推進会議　年１回
新型コロナの影響で回数
を減らして実施。

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

10



草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

基本方針１ 子どもの体力向上とスポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、か
つ顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおり
の準備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内
は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

（
５

）
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
の
予
防

指導者講習会　２回 （スポーツ協会）
指導者講習会　２回

（スポーツ協会）
指導者講習会　２回

（スポーツ協会）
指導者講習会　コロナ禍
により中止

実施計画

スポーツ協会 指導者のスポーツ障害に対する意識の醸成を図り、子どものスポーツ活動中の事故等の予防に努める。

事業内容
子どもが継続してスポーツに取り組んでいけるよう、スポーツ傷害
に関する豊富な知識を持つ指導者の育成を図る。

計画

指導者講習会　１回
専門講座　３回

指導者講習会　１回
専門講座　３回

指導者講習会　１回
専門講座　３回

指導者講習会　１回
専門講座　３回

指導者講習会　１回
専門講座　３回

成果
スポーツ協会では、競技団体やスポーツ少年団の指導者を対象
とした講習会を開催予定であったものの、新型コロナウイルス感
染症の影響により中止となった。

課題

コロナ禍でも実施できる工夫を行いつつ、開催内容についても、
指導者にとって関心の高いテーマとすることや、別の説明会と講
習会を同時開催とするといった取組みにより、参加者が増加する
工夫を引き続き行う必要がある。

実績

②
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
を
防
ぐ
指
導
者
の
育
成

スポーツ指導者講習会

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市スポーツ振興事業体

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

指導者講習会　１回

①
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
に
関
す
る
学
習
の
推
進

スポーツ傷害予防講習
会

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

中学校保健体育連盟 生徒のスポーツ障害に対する意識の醸成を図り、スポーツ活動中の事故等の予防に努める。

事業内容

生徒が自身や他者の健康や安全を保持していくことで、継続的に
スポーツできるよう、中学校におけるスポーツ傷害に関する学習
を推進する。H30からは中学生にとってより関心が高そうな内容に
変更し、１回の時間を長くするなど事業の充実を図る。

計画

ドクター講習会　６回
トレーナー研修会　１８回

ドクター講習会　６回
トレーナー研修会　１８回

スポーツ傷害にかかる実
技講習会　８回

スポーツ傷害にかかる実
技講習会　８回

スポーツ傷害にかかる実
技講習会　８回

成果
継続的にスポーツ傷害に係る研修会や実技講習会を実施してき
たことで、中学校における部活動中のケガの割合が低下してき
た。

課題
生徒向けの講習会だけでなく、保健体育科教員や部活動顧問へ
の研修等を行うことで、さらに広めていくと同時に自立的に取り組
むことができるよう支援する必要がある。

実績

ドクター講習会　６回
トレーナー研修会　１８回

ドクター講習会　６回
トレーナー研修会　１８回

スポーツ傷害にかかる実
技講習会　８回

スポーツ傷害にかかる実
技講習会　８回

スポーツ傷害にかかる実
技講習会　８回

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 R1 R2

区分 新規 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 新規 継続 継続 継続

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

ワールドマスターズゲー
ムズ２０２１関西
（ソフトボール競技）

ス
ポ
ー

ツ
大
会
推
進
室

草津市実行委員会 実施計画

草津市、県および市ソフトボール協会　他 国内外、市内外から多くの方が参加する本大会を円滑に運営するとともに参加者等の交流機会の創出を図る。

事業内容

概ね３０歳以上のスポーツ愛好者なら誰もが参加できる生涯ス
ポーツの国際総合競技大会であるワールドマスターズゲームズに
ついて、草津市ではソフトボール競技の開催が予定されていること
から、その運営ならびに啓発等に取り組む。

計画

○実行委員会の設立
○競技運営の検討
○交流事業の検討
○ボランティアの確保
○周知啓発活動の実施

○実行委員会の開催
○競技運営の検討
○交流事業の検討
○ボランティアの確保
○周知啓発活動の実施

成果
大会の１年延期が決定したため、必要な諸準備についても延期が
生じたが、県や競技団体、共催市と連携して着実に対応すること
ができた。

課題
コロナ禍に対応した準備等を県や競技団体、共催市と連携しなが
ら進めていく必要がある。

実績

○草津市実行委員会の設
立
○競技運営部会および広
報・交流事業部会の開催
○周知啓発活動の実施
　みなくさまつりブース出展
　えふえむ滋賀でのＰＲ他

○草津市実行委員会の開
催
○競技運営部会および広
報・交流事業部会の開催
○周知啓発活動の実施
　 南草津駅に懸垂幕掲出

（
１

）
身
近
な
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

新型コロナウイルス感染症の影響により中止となったものの、子ど
もを対象にした種目や学区対抗の種目、老若男女が楽しめる新た
な種目を盛り込み、各学区から多くの方に参加いただく工夫や、市
民がスポーツに親しむ機会を創出する機会づくりに努めた。

課題
コロナ禍でも開催できる工夫を行うとともに、さらなる実施内容の
工夫や広報媒体の活用を検討し、市民により親しんでもらえるよう
なイベントとしていく必要がある。

実績

参加者数　９９７人

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

草津市民スポーツ・レク
リエーション祭

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

体育振興会連絡協議会 実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員協議会 身近にスポーツを感じられる機会の充実を図るとともに、スポーツを通じた世代間の交流につなげる。

事業内容
子どもから高齢者までみんなでスポーツを楽しむことができる
ニュースポーツ等を実施し、市内１４学区の連携と親睦を図り、生
涯スポーツの普及と発展、市民の健康促進を図る。

計画

参加者数　９２０人 参加者数　９４０人 参加者数　９７０人 参加者数　１，０００人 参加者数　１，０５０人

参加者数　１，０６５人 参加者数　５７０人 参加者数　７４１人 新型コロナウイルス感染
症の影響により中止

①
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
や
健
康
づ
く
り
事
業
の
推
進

草津川跡地公園での健
幸イベント

健
康
福
祉
政
策
課

草津市 実施計画

草津まちづくり会社 働く世代や元気な高齢者、子どもたちなど幅広い世代に対して、健康づくりや運動のきっかけづくりを図る。

事業内容
草津川跡地公園で実施されるイベントと併せて健幸イベントを実施
する。

計画

参加者数　１００人 参加者数　１，５００人 参加者数　１，５００人 参加者数　１，５００人

成果
Ｒ２はコロナ禍により中止となったものの、継続したイベントの開催
を通じて、幅広い世代が健康づくりや運動のきっかけづくりを図る
ことができた。

課題
コロナ禍への対応等、さらなるイベントの企画力を高め、より多くの
参加が見込めるものとしていく必要がある。

実績

・健幸フェア
　参加者　約１，３００人
・くさつ健幸ウオーク２０１
７
　（台風のため中止）
・わくわくサマーランドでも
健幸イベント実施

・健幸フェア
　参加者　１，１３８人
・くさつ健幸ウオーク２０１
８
　参加者　３２０人

・健幸フェア
　参加者　１，４１２人

新型コロナウイルス感染
症の影響により中止

評価

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ
顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新
型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ
顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新
型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

（
１

）
身
近
な
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

（
２

）
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

新型コロナウイルス感染症の影響で中止回数が増えたものの、歩こう会
の活動が第６００回を超え、長年にわたり本県スポーツの普及振興に尽
力し、健康寿命延伸プロジェクト（地域部門）　最優秀賞受賞や滋賀県ス
ポーツ顕彰を受賞した。

課題
より多くの市民がウオーキングやノルディックウオークに親しみ、
継続して実施してもらえるような工夫を行う必要がある。

実績

歩こう会　１２回
歩こう会記録展示　２回
歩こう会記念事業検討
ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　３８回
健幸ウオーク開催検討

計画

歩こう会　１２回
ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　３８回
ﾉﾙﾃﾞｨｯｸ大会開催検討

歩こう会　１２回
ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　３８回
くさつ健幸ウオーク2017
開催
歩こう会記念事業検討

歩こう会　１２回
ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　３８回
くさつ健幸ウオーク開催
歩こう会記念事業開催

②
ス
ポ
ー

ツ
活
動
機
会
の
充
実

チャレンジスポーツデー

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

コロナの状況を見極めながら、今後の事業のあり方を検討していく
必要がある。また、平成30年度から参加者数が減少しているた
め、参加者数が増えるような周知方法や、参加しやすい仕組みづ
くりを関係機関と検討する必要がある。

実績

参加者数　６２１人

計画

参加者数　５７０人 参加者数　５７０人 参加者数　５７０人 参加者数　５７０人

参加者数　５，８００人 参加者数　５，９００人 参加者数　６，０００人 参加者数　６，１００人

参加者数　５７０人

課題

実績

参加者数　５，００６人

計画

参加者数　６，２００人

③
障
害
者
が
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
支

援
・
充
実

草津市いきいきふれあ
い大運動会

障
害
福
祉
課

心身障害児者連絡協議会 実施計画

障害のある人の体力向上と社会参加を促進する。

事業内容
障害者団体と連携してスポーツイベントを開催し、障害者のスポー
ツ事業の充実を図るとともに、障害のある人とない人との交流につ
なげる。

参加者数　６２５人 参加者数　６１３人 参加者数　５７８人 新型コロナウイルス感染
症拡大防止の観点から中
止

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果
新型コロナウイルス感染症によりＲ２は実施できなかったが、各関
係機関と連携を図り、事業を推進した。

課題
コロナ禍でも開催できる工夫を行うとともに、参加者が年々減少傾
向であることから、実施内容の見直し等、より気軽に参加できる環
境を整える必要がある。

①
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
推
進

ウオーキング推進事業

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

スポーツ推進委員協議会、くさつ健・交クラブ 実施計画

誰でも気軽に取り組むことができるウオーキングを通じて、市民の健康づくりに対する機運の高まりにつなげる。

事業内容
年間を通したウオーキング事業等を開催し、ウオーキングを通じた
健康づくりを推進するとともに、年齢に応じたウオーキングや、ウ
オーキングを通じて交流ができる環境づくりを行う。

歩こう会　１２回
ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　４２回
くさつ健幸ウオーク2017
（※台風のため中止）申
込者数２５２人
歩こう会６００回記念事業
下見・要綱策定

歩こう会　12回
歩こう会600回記念事業実
施

ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　42回
くさつ健幸ウオーク2018
参加者数　320人

歩こう会　11回
ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ等　38回
健康寿命延伸プロジェク
ト（地域部門）　最優秀賞
受賞

歩こう会　5回
ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　26回
滋賀県スポーツ顕彰受賞
（草津市スポーツ推進委
員協議会）

評価 ４

歩こう会　１２回
ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　３８回

歩こう会　１２回
ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　３８回

スポーツ協会、体育振興会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員、立命館大学 様々なスポーツを体験できる機会を提供することで、市民のスポーツ活動機会の充実を図る。

事業内容
市内の社会体育施設等で誰もが参加できるスポーツイベントを開
催し、市民の健康づくりと市民相互の交流を図る。

参加者数　４，６０４人 参加者数　４，４２６人 参加者数　４，３３７人 新型コロナウイルス感染
症の影響により中止

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

新型コロナウイルスの影響により中止となったものの、競技団体
や各学区、立命館大学と連携して、市内の社会体育施設等で誰も
が参加できるスポーツイベントを開催し、市民の健康づくりと交流
を図る取組を進めた。
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ
顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新
型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 新規 継続 検討 検討

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 検討 新規 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 新規 継続 継続 継続 継続

ポイント付与期間１月～１
２月
抽選応募期間１月
BIWA-TEKUダウンロード
者 2,182人
1000P以上取得者 323人

ポイント付与期間１月～１
２月
抽選応募期間１月
BIWA-TEKUダウンロード
者 2,599人
1000P以上取得者 483人

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

（
２

）
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

③
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
事
業
の
推
進

くさつ健幸ポイント制度

健
康
増
進
課

草津市 実施計画

健康づくりに対する関心の高まり、生活習慣改善に向けた行動変容のきっかけづくりやモチベーションの高まりにつなげる。

事業内容
市民の積極的な健康づくりを促進するため、けん診の受診や、健
康講座への参加等、健康づくりに関する取り組み状況に応じてポ
イントを付与し、貯まったポイントで賞品の抽選に応募ができる。

計画

ポイント付与期間
６月～１２月

ポイント付与期間
１月～１２月

ポイント付与期間
１月～１２月

ポイント付与期間
１月～１２月

ポイント付与期間
１月～１２月

成果

ビワテクアプリ利用者を増やすため、３カ月1回3つ以上の市内
ウォーキングコースを作成し提供した。また、地域まちづくりセン
ターと連携し、新規コース作成を行った。その結果、地域に特化し
た3コースを作成し、ウォーキングの大切さを地域住民により周知
できた。

課題

市民を対象にビワテクアプリの啓発活動をちらし配布、ポスター掲
示、市広報にて行ったが、「はじめてビワテクアプリを知った」という
声も多く、知名度はまだまだ低い。このことから、次年度は他事業
と連携し、啓発を市民の目に触れる機会を増やし実施する必要が
ある。

実績

ポイント付与期間
６月～１２月
ポイント交換者　７０３人

ポイント付与期間
１月～１２月
ポイント交換期間
５月～２月
ポイント交換者　８２７人

ポイント付与期間１月～１
２月
抽選応募期間１月
BIWA-TEKUダウンロード
者 1,469人
1000P以上取得者 138人

感染防止対策を取りながら、中心市街地内の公共的空間を活用し
て、賑わい創出イベントを実施し、来場者にまちなかを歩いてもら
うきっかけづくりを行うことで、健幸づくりに貢献した。

課題

歩いて暮らせるまちづくりを進めることで、健幸づくりに貢献してい
るが、ランニングに特化したイベントは今後整理が必要。また、イ
ベントの開催にあたり、新しい生活様式に沿った形で開催できる可
能性を上げていくことが課題である。

実績

事業内容検討

計画

事業内容検討

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

②
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
普
及

ランニングイベントの開
催

都
市
再
生
課
・
ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

民間事業者（草津川跡地テナントミックス事業内テナント）・健幸都市くさつランフェスティバル実行委員会 実施計画

草津まちづくり株式会社 誰もが気軽に参加できるランニングイベントを開催し、ランニングによる健康づくりの普及につなげる。

事業内容

草津川跡地テナントミックス事業により誘致されるテナントとランニ
ングステーションを活用したイベントや、誰もが気楽に参加できるラ
ンニングイベント「健幸都市くさつランフェスティバル」を開催し、ラ
ンニングの普及を図り、健康づくりに対する機運を高める。

イベント開催　年２回
・わくわくサマーランド（７
月）
・健幸フェア（９月）

イベント開催　年３回
・わくわくサマーランド（７
月）
・ピクニックウィーク（４月）
・アウトドアフェス（３月）

イベント開催　年４回
・ピクニックウィーク（４月）
・なぞときゲーム－草津宿本
陣調査隊－（５月）
・草津小市（１２月）
・コーヒーフェス（３月）
ランフェス実行員会開催
７回

イベント開催　年３回
・アソビのバ（１１月）
・草津小市（１２月）
・草津弁当まつり（３月）
・ランフェス（次年度へ延
期）
実行委員会開催5回

評価 ３

イベント開催　年２回 イベント開催　年２回 イベント開催　年２回 イベント開催　年２回
健幸都市くさつランフェス
ティバル開催　年１回

草津市版ヘルスツーリ
ズム実証実験

商
工
観
光
労
政
課

一般社団法人草津市観光物産協会 実施計画

交流人口の増加や「健幸」が享受できる都市としての定着を図る。

事業内容
「健幸」を意識しながら、着地型観光の観点から本市の多様な地
域資源の掘り起こしを行い、旅行という非日常的な楽しみの中で
本市独自のヘルスツーリズムとして健康増進等を図る。

計画

①地域資源の掘り起こし
②ワークショップ
③実証実験（モニターツ
アー）
④課題の洗い出し

①実証実験（モニターツ
アー）
②ワークショップ
③課題の洗い出し

①着地型観光開発経験者
の現地調査およびヒアリング
②着地型観光資源の素材
発案会議
③商品化会議
④WEBページの作成
⑤実証実験（モニターツ
アー）

前年度の結果を踏まえた
事業展開

成果
Ｒ２はコロナ禍により中止となったものの、草津市版ヘルスツール
ズムの事業化を推進することができた。

課題 さらなる事業の推進に向けて、企画・実施を進める必要がある。

①
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
推
進

実績

①地域資源リストの作成
②5回
③4回
④課題の洗い出し

①8回
②2回
③課題の洗い出し

①着地型観光開発経験者への業
務委託によるノウハウの移管を実
施
②着地型観光のブランド化に向け
たコンセプト会議の実施
③事業者との商品化会議を経て
商品を造成
④着地型観光に特化したWEB
ページの作成
⑤８本のモニターツアーを実施

新型コロナウイルス感染
症の影響により中止

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ
顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新
型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

（
２

）
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

体操の推進のため、健康推進員が中心に地域活動を行った。その
結果、体操の認知度の高まりや体を動かすことの大切さを周知で
きた。

課題
コロナ禍であるため、体操を周知できる場が減少し、活動回数は
減少傾向となっている。次年度は、体操の周知を引き続き行い、感
染対策を講じ、活動を推進していく必要がある。

実績

実施回数　１９回
参加人数　５，５０８人

実施回数　１６回
参加人数　３，８４９人

実施回数　１９回
参加人数　４，６１０人

高齢者の健康づくりの機会の充実を図るため、老人クラブが主催す
るノルディック・ウオーキングを活用した「健康ウォーキング」等、高齢
者が気軽に参加できる事業の支援を行った。その結果、明るく活力
のある高齢社会を実現させようとする機運の高まりにつながった。

課題
会員数が減少していることから、引き続き、老人クラブのＰＲにつ
いて、老人クラブ連合会と連携して力を入れていく必要がある。

実績

・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会（７月）
・健康ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ（１０月）
・高齢者福祉大会（１２月）
・健康ウオーキング
（５月、１１月、１２月、１月）

④
く
さ
つ
健
康
は
つ
ら
つ
体
操
等
の
普
及
・
促
進

くさつ健康はつらつ体
操

健
康
増
進
課

健康推進員連絡協議会 実施計画

地域におけるくさつ健康はつらつ体操の普及と促進に努め、市民の健康増進につなげる。

事業内容
地域のまつりや運動会、ふれあいサロン等において「くさつ健康は
つらつ体操」を行い、体操の普及・促進に努め、市民の健康保持・
増進を図る。

計画

地域のイベントやサロン
での実施

地域のイベントやサロン
での実施

地域のイベントやサロン
での実施

地域のイベントやサロン
での実施

地域のイベントやサロン
での実施

成果

実施回数　１６回
参加人数　５，２６９人

実施回数　４回
参加人数　１７８人

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

①
高
齢
者
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
事
業
の
推
進

老人クラブ活動支援

長
寿
い
き
が
い
課

草津市 実施計画

老人クラブ連合会 社会福祉の増進を図り、明るく活力のある高齢社会の実現を目指す。

事業内容
老人クラブ連合会主催の「健康フェスティバル」等の高齢者が気軽
に参加できる事業を支援し、高齢者の健康づくりの機会の充実を
図る。

計画

健康フェスティバル、健康
ウオーキング等の開催

健康フェスティバル、健康
ウオーキング等の開催

健康フェスティバル、健康
ウオーキング等の開催

健康フェスティバル、健康
ウオーキング等の開催

健康フェスティバル、健康
ウオーキング等の開催

成果

・グラウンドゴルフ大会（７
月）
・高齢者福祉大会（１２
月）
・健康ウォーキング（毎
月）
（健康フェスティバル　雨
天中止）

・グラウンドゴルフ大会（７
月）
・健康フェスティバル（１０月）
・高齢者福祉大会（１２月）
・健康ウォーキング（６月、７
月）

・健康フェスティバル（１０月）
・高齢者福祉大会（１１月）
・健康ウォーキング（６月、９
月、１０月、１１月）
（グラウンドゴルフ大会　雨
天中止）

・グラウンドゴルフ大会（７
月）
・健康フェスティバル（１０月）
・高齢者福祉大会（１２月）
・健康ウォーキング（６月、９
月、１０月、１１月）

評価

②
い
き
い
き
百
歳
体
操
等
の
普
及
・
促
進

いきいき百歳体操

長
寿
い
き
が
い
課

草津市 実施計画

身体を動かすことにより高齢者の介護予防を推進し、高齢者の元気で健康な暮らしにつなげる。

事業内容
いきいき百歳体操等の軽運動の普及・促進により、地域ぐるみで
高齢者の介護予防を推進する。

計画

地域においていきいき百
歳体操や、転倒予防に関
する取り組みを実施す
る。

地域においていきいき百
歳体操や、転倒予防に関
する取り組みを実施す
る。

地域においていきいき百
歳体操や、転倒予防に関
する取り組みを実施す
る。

地域においていきいき百
歳体操や、転倒予防に関
する取り組みを実施す
る。

地域においていきいき百
歳体操や、転倒予防に関
する取り組みを実施す
る。成果

新型コロナウイルス感染症の影響にて活動を休止される団体も
あったが、FМ草津やＨＰ上の動画等を活用し自宅においても体操
に取り組むことができるよう支援を行うことで継続支援や新規団体
の立ち上げ支援を推進できた。

課題 実施団体数　１２０団体 実施団体数　１１９団体
（転倒予防体操　５９団
体）

実施団体数　１２２団体
（転倒予防体操　５９団
体）

実績

実施団体数　１１６団体 実施団体数　１２２団体
（転倒予防体操　５７ 団
体）

参加者・団体代表者の高齢化や、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
に伴い活動を休止・退会する団体がある。また、団体数の増加が鈍化し
ており、新規参加者の獲得に向けた普及啓発や、開催場所の検討等を検
討する必要がある。

（
３

）
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ
顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新
型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

①
子
ど
も
の
食
育
の
推
進

離乳食レストラン

子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー

新型コロナウィルス感染症拡大防止のため試食を中止している
が、参加者により具体的な離乳食についてのイメージをもってもら
うため、感染状況を考慮しながら、試食の再開を検討していく必要
がある。

実績

年間２０回開催 年間２０回開催 年間２０開催 年間２１回開催

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

草津市 実施計画

健康推進員連絡協議会 子育てを行う保護者が、離乳食の進め方を習得するとともに、保護者同士の交流により、それぞれが持つ育児不安の解消につなげる。

事業内容
子育てを行う保護者が、離乳食のレシピや試食、栄養バランス等
に関する食育について学び、保護者同士の交流や座談会を行う。

計画

月２回程度 月２回程度 月２回程度 月２回程度 月２回程度

②
高
齢
者
の
食
育
の
推
進

草津歯・口からこんにち
は体操

長
寿
い
き
が
い
課

草津市 実施計画

食べることにより高齢者の介護予防を推進し、高齢者の元気で健康な暮らしにつなげる。

事業内容
草津歯・口からこんにちは体操の普及・促進により、食べることを
通じて、高齢者の健康な体づくりにつなげる。

実施団体数　８５団体 実施団体数　８９団体 実施団体数　９６団体 実施団体数　１００団体

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

地域において草津歯・口
からこんにちは体操の取
り組みを実施する。

地域において草津歯・口
からこんにちは体操の取
り組みを実施する。

成果

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため試食は実施せ
ず、調理の見学を行い、固さ等を触ることによって体験してもらい、
離乳食の進め方を習得してもらえるよう支援した。また、コロナ禍
で外出しづらい保護者に対し離乳食の動画を作成、公開した。

課題

地域において草津歯・口
からこんにちは体操の取
り組みを実施する。

地域において草津歯・口
からこんにちは体操の取
り組みを実施する。

年間１５回開催（新型コロ
ナウイルス感染症拡大防
止のため６回中止）

団体への継続支援や新規団体の立ち上げ支援、出前講座等によ
る普及啓発を行った。その結果、新たに取り組む団体の増加につ
なげ、健康づくりへの意識の高まりや、取り組み継続につながっ
た。

課題

団体数の増加が鈍化していることや、新型コロナウイルス感染症
拡大に伴い、活動を休止されている団体もあるため、感染予防を
図りながら介護予防活動の普及啓発について検討する必要があ
る。

実績

実施団体数　７７団体

計画

地域において草津歯・口
からこんにちは体操の取
り組みを実施する。

（
４

）
食
育
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
推
進
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

各地域において、学区や
町内会単位の運動会や
チャレンジスポーツデーを
はじめとしたスポーツイベ
ントを開催した。

計画

各地域において、学区運
動会やチャレンジスポー
ツデー等のスポーツイベ
ントを開催する。

各地域において、学区運
動会やチャレンジスポー
ツデー等のスポーツイベ
ントを開催する。

各地域において、学区運
動会やチャレンジスポー
ツデー等のスポーツイベ
ントを開催する。

コロナ禍における実施の工夫を図るとともに、地域によっては、若
い世代の参加者が少ない状況等があるため、開催日やプログラム
等を工夫し、より多くの方が参加しやすい環境づくりを行う必要が
ある。

実績

各地域において、学区運
動会やチャレンジスポー
ツデー等のスポーツイベ
ントを開催する。

各地域において、学区運
動会やチャレンジスポー
ツデー等のスポーツイベ
ントを開催する。

協力事業数　４
出前講座回数　３回

協力事業数　４
出前講座回数　３回

協力事業数　４
出前講座回数　３回

協力事業数　４
出前講座回数　３回

（
２

）
体
育
振
興
会
活
動
の
活
性
化

①
学
区
単
位
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
活
性
化

地域スポーツイベントの
開催

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

各体育振興会 実施計画

各スポーツ推進委員 地域のスポーツ活動の活性化により、地域内の交流や学区間の連携強化につなげる。

事業内容
学区運動会をはじめとした地域の各種スポーツイベントの活性化
を図る。

各地域において、学区や
町内会単位の運動会や
チャレンジスポーツデー、
ニュースポーツ体験等の
スポーツイベントを開催し
た。

各地域において、学区や
町内会単位の運動会や
チャレンジスポーツデー、
ニュースポーツ体験等の
スポーツイベントを開催し
た。

各地域において、学区や
町内会単位の運動会や
チャレンジスポーツデー、
ニュースポーツ体験等の
スポーツイベントを開催し
た。

新型コロナウイルス感染
症の影響により中止と
なった。

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果
各地域で、運動会やチャレンジスポーツデー、ニュースポーツ体験
をはじめとしたスポーツイベントを開催し、スポーツを通じた地域内
交流の機会づくりを進めた。

課題

②
地
域
各
種
団
体
等
と
の
連
携
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
活

動
の
推
進

スポーツ推進委員活動
推進事業

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

スポーツ推進委員協議会 実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、各体育振興会、各地域スポーツクラブ スポーツ推進委員の積極的な協力により、地域等におけるスポーツ活動の活性化につなげる。

事業内容
地域の各種団体等が行うスポーツ活動に積極的に協力し、より効
率的・効果的なスポーツ活動を推進する。

協力事業数　４
・ｽﾎﾟｰﾂﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ祭
・レイクサイドマラソン　他
出前講座回数　４回
・育成会　他
「ニュースポーツのすす
め」見直し

協力事業数　５
・健・交フェスタ
・ｽﾎﾟｰﾂﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ祭
・くさつ健幸ウオーク
・駅伝競走大会　他
出前講座回数　３回
・草津小学校
・渋川やすらぎ学級
・こなんＳＳＮ

協力事業数　５
・健・交フェスタ
・ｽﾎﾟｰﾂﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ祭
・駅伝競走大会
・レイクサイドマラソン　他
出前講座回数　３回
・こなんＳＳＮ
・山田まちづくり協議会　他

協力事業数　０

出前講座回数　１回
・渋川やすらぎ学級

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果
コロナ禍により回数が減ったものの、積極的にスポーツ事業に活
動協力するとともに、出前講座を実施し、スポーツの普及・推進を
図ることができた。

課題
出前講座で指導するニュースポーツの内容の幅が広いことから、
依頼されるニーズに応えられるよう、様々な種目の研修会を実施
し、指導力向上に努める必要がある。

実績

協力事業数　４
・健・交フェスタ
・ｽﾎﾟｰﾂﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ祭
・駅伝競走大会
・レイクサイドマラソン
出前講座回数　６回
・児童育成クラブ
・育成会　他

計画

協力事業数　４
出前講座回数　３回

評価

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

Ｒ２はコロナ禍により参加できなかったが、継続的に研修会へ参加
することで指導力の向上を図った。また、自己研修会は、コロナ禍
においても消毒や手袋をつける等、感染症対策を講じて企画、開
催を行った。

課題
実技をメインとした研修会のほか、ニュースポーツの講義等、コロ
ナ禍において実施しやすい研修会の企画・実施を検討する必要が
ある。

実績

研修会参加回数　５回
・県域３、近畿１、全国１
自己研修会回数　２回
・スポレク実技研修
・スーパーカロム研修

３

基本方針３ 地域コミュニティによるスポーツの推進

事業名 点検・評価

①
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
活
性
化

スポーツ推進委員指導
力向上事業

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

スポーツ推進委員協議会 実施計画

スポーツ推進委員の指導力向上を図り、地域におけるスポーツのコーディネータとして各地域のスポーツ活動を推進する。

事業内容
滋賀県スポーツ推進委員協議会等が主催する各種研修会への参
加や、スポーツ推進委員相互の連携・交流を図り、スポーツ推進
委員活動を推進する。

計画

研修会参加回数　５回
自己研修会回数　２回

研修会参加回数　５回
自己研修会回数　２回

研修会参加回数　５回
自己研修会回数　２回

研修会参加回数　５回
自己研修会回数　２回

研修会参加回数　５回
自己研修会回数　２回

研修会参加回数　５回
・県域３、近畿１、全国１
自己研修会回数　４回
・スポレク実技研修
・スーパーカロム等研修２
・救命講習１

研修会参加回数　５回
・県域２、近畿１、全国１、指
導者講習会1
自己研修会回数　３回
・スポレク実技研修１
・ニュースポーツ実技研修１
・救命講習１

研修会参加回数　５回
・県域３、近畿１、全国１
自己研修会回数　４回
・スポレク実技研修１
・ニュースポーツ実技研修２
(ｽｰﾊﾟｰｶﾛﾑ､ﾊﾞｳﾝﾄﾞﾃﾆｽ)

・救命講習１

（
１

）
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
活
動
の
推
進

研修会参加回数　３回
・県域３
自己研修会回数　１回
・ニュースポーツ実技研
修１（ｺﾛｺﾛ玉入れ）

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ
顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新
型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

基本方針３ 地域コミュニティによるスポーツの推進

事業名 点検・評価

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ
顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新
型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 検討 新規 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

クラブ会員数　６９０人 クラブ会員数　７２０人

各学区において、スポー
ツ推進委員をはじめとし
た各関係団体と連携し、
運動会やウオーキングイ
ベント、チャレンジスポー
ツデー等の各種スポーツ
大会を開催した。

各学区において、スポー
ツ推進委員をはじめとし
た各関係団体と連携し、
運動会やウオーキングイ
ベント、チャレンジスポー
ツデー等の各種スポーツ
大会を開催した。

各学区において、スポー
ツ推進委員をはじめとし
た各関係団体と連携し、
スポーツイベント等を開
催した。

各学区において、スポー
ツ推進委員をはじめとし
た各関係団体と連携し、
運動会やウオーキングイ
ベント、チャレンジスポー
ツデー等の各種スポーツ
大会を開催した。

コロナ禍の影響もあり、会員数が伸び悩んだものの、クラブ運営体
制の強化等に向けた事業補助を通じて、活動の促進につなげた。

課題
運営や事業の見直し等により持続可能なクラブとするための体制
強化に努める必要がある。

実績

クラブ会員数　５７６人

計画

クラブ会員数　６００人

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

課題
継続的な活動のために各団体が一層、連携を強化し、連携を深め
る必要がある。

実績

各学区において、スポー
ツ推進委員をはじめとし
た各関係団体と連携し、
運動会やチャレンジス
ポーツデー等の各種 ス
ポーツ大会を開催した。

地域の各種スポーツイベント等の充実を図るため、各種関係団体
との連携を強化し、効率的・効果的なスポーツ活動を推進する。

計画

各学区において、スポー
ツ推進委員をはじめとし
た各関係団体と連携し、
スポーツイベント等を開
催する。

評価

設立クラブ数　７クラブ 設立クラブ数　８クラブ

②
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
支
援

総合型地域スポーツク
ラブ事業補助金

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

くさつ健・交クラブ くさつ健・交クラブの活発な活動により、市民が多様なスポーツ活動を行える環境づくりにつなげる。

事業内容
くさつ健・交クラブの活動基盤を強化するための支援を行い、活発
な活動を促進し、市民の多様なスポーツニーズに対応したスポー
ツメニューの提供やスポーツができる環境を整える。

クラブ会員数　５８３人 クラブ会員数　５６５人 クラブ会員数　５８８人 クラブ会員数　５５０人

評価 ３

学校開放事業の運営支援など設立後の支援を通じて、組織の安
定化に努めた。

課題

①
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
設
立
の
支
援

地域スポーツクラブ設
立支援事業

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

各体育振興会、各スポーツ推進委員 地域スポーツクラブの設立により、市民が身近にスポーツができる環境づくりにつなげる。

事業内容
市民が身近にスポーツができる環境を整えるため、学区単位の地
域スポーツクラブ設立の支援を行う。

補助金要綱の設置
設立クラブ数　５クラブ（う
ち新設１クラブ）

設立クラブ数　５クラブ
（対象学区：６学区）

設立クラブ数　５クラブ
（対象学区：６学区）

設立クラブ数　５クラブ
（対象学区：６学区）

評価 ２

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果 計画

先進事例研究 支援制度創設
設立クラブ数　５クラブ

（
４

）
各
種
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

①
各
種
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

各種関係団体と連携し
たスポーツ活動

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

各体育振興会 実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員、地域スポーツクラブ 地域の各種スポーツイベント等の充実により、地域住民の主体的なイベント参画につなげる。

事業内容

各学区において、スポー
ツ推進委員をはじめとし
た各関係団体と連携し、
スポーツイベント等を開
催する。

各学区において、スポー
ツ推進委員をはじめとし
た各関係団体と連携し、
スポーツイベント等を開
催する。

各学区において、スポー
ツ推進委員をはじめとし
た各関係団体と連携し、
スポーツイベント等を開
催する。

各学区において、スポー
ツ推進委員をはじめとし
た各関係団体と連携し、
スポーツイベント等を開
催する。

成果
関係団体等と連携し、体育振興会連絡協議会での情報交換を通
じて、各学区における運動会や各種イベントの活性化に向けた取
組を進めた。

３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

（
３

）
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化

設立クラブ数　６クラブ

まだクラブを設立していない地域に働きかけを行うとともに、既存
のクラブについて、持続可能なクラブ運営ができるよう、運営の在
り方について考える必要がある。

実績

市内先進地域の事例研
究（志津スポーツクラブの
取組について）

クラブ会員数　６３０人 クラブ会員数　６６０人
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

基本方針３ 地域コミュニティによるスポーツの推進

事業名 点検・評価

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ
顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新
型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

②
企
業
等
と
連
携
し
た
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進

くさつMIO夢先生事業

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

MIOびわこ滋賀 地域住民がプロスポーツを身近に感じ、スポーツに対する関心の高まりや意識の醸成につなげる。

事業内容
地域においてMIOびわこ滋賀の持つ専門性を生かしたスポーツメ
ニューの提供や地域のスポーツイベント等への協力を行う。

市内１地域 市内３地域／６回
・J-FREE PARK　３
・新浜町グラウンド　２
・三ツ池運動公園　１

市内４地域（箇所）/6回
・Ｊ－ＦＲＥＥＰＡＲＫ　３
・新浜町グラウンド　１
・野村運動公園グラウンド　１

・ＹＭＩＴアリーナ　１

実施無し

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果
Ｒ２はコロナ禍により実施できなかったものの、年々開催数が増加
するなど、事業の浸透を図ることができた。

市内３地域 市内３地域 市内３地域 市内３地域

これからのwithコロナの時代において、少しずつ地元行事や大会
等が開催され始めていることから、人との接触の少ない体験内容
にする等、感染症対策を講じ、実施を推進する必要がある。

実績

立命館大学の協力のも
と、地域において健康バ
ンドやウオーキング事業
を実施した。

新型コロナウイルス感染
症の影響により、中止と
なった。

立命館大学の協力のも
と、地域において健康バ
ンドやウオーキング事業
を実施した。

市内１地域

計画

市内２地域

立命館大学の協力のも
と、地域において健康バ
ンドやウオーキング事業
を実施した。実績

評価 ３

課題

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

①
大
学
等
と
連
携
し
た
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進

大学等と連携したス
ポーツ活動

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

各体育振興会 実施計画

（
５

）
大
学
や
企
業
等
と
の
連
携
強
化

立命館大学の協力のも
と、地域において健康バ
ンドやウオーキング事業
を実施した。

課題
他の地域へ取組を広げていくために、先進事例を広く情報提供し
ていく必要がある。

立命館大学、市内高等学校 地域住民と学生・生徒の交流を通じて、地域のスポーツ活動の活性化につなげる。

事業内容
地域のスポーツ活動において大学や高等学校等と連携し、大学等
の専門性を生かした幅広いスポーツ活動を推進する。

計画

立命館大学や地域に所
在する高等学校等と連携
し、地域住民と学生・生徒
が交流できるスポーツイ
ベント等を開催する。

立命館大学や地域に所
在する高等学校等と連携
し、地域住民と学生・生徒
が交流できるスポーツイ
ベント等を開催する。

立命館大学や地域に所
在する高等学校等と連携
し、地域住民と学生・生徒
が交流できるスポーツイ
ベント等を開催する。

立命館大学や地域に所
在する高等学校等と連携
し、地域住民と学生・生徒
が交流できるスポーツイ
ベント等を開催する。

立命館大学や地域に所
在する高等学校等と連携
し、地域住民と学生・生徒
が交流できるスポーツイ
ベント等を開催する。

成果 新型コロナウイルス感染症の影響により、中止となった。
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 検討 検討 新規 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

競技力向上のためのス
ポーツ教室や講習会の
参加者数　７００人

団員数　９１０人

・サッカー教室　１１５人
・野球教室（小・中学生）２５
０人
・テニス教室　２７人
・剣道教室　２４人
・少年少女スポーツ教室（共
催事業）　５８４人

団員数　９４０人団員数　８８０人

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

団員数　９７０人 団員数　１，０００人

計画

実績

団体数　３７団体
団員数　９０６人
事業実施回数　１０回

計画

競技力向上のためのス
ポーツ教室や講習会の
参加者数　５００人

競技力向上のためのス
ポーツ教室や講習会の
参加者数　６００人

実績

体育協会の適正な運営
体制を整えるため、補助
金を交付し、その運営や
活動を支援した。

スポーツ協会 実施計画

若い世代の選手の発掘・育成を図ることで、各種競技スポーツの競技力向上につなげる。②
国
民
体
育
大
会
に
向
け
た
競
技
力
の
向
上

国民体育大会に向けた
選手の発掘・育成

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

（
２

）
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
活
動
の
活
性
化

①
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
支
援

スポーツ少年団事業補
助金

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

スポーツ少年団（スポーツ協会） スポーツ少年団活動を促進し、団員確保につなげる。

事業内容
子どもが積極的にスポーツ活動を行い、心身の健全育成や仲間
との交流等を生み出す環境を整えるため、スポーツ少年団活動
の支援を行う。

団体数　３８団体
団員数　９５３人
事業実施回数　１０回

団体数　３７団体
団員数　９０２人
事業実施回数　１０回

団体数　３７団体
団員数　８６１人
事業実施回数　８回

団体数　２７団体
団員数　５８８人
事業実施回数　５回（５／１０
回コロナ中止）

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

新型コロナウイルス感染症の影響や、市内スポーツクラブの活動
が活発になったことにより、児童が分散され、新規入団者数が伸
び悩んだ。また、新型コロナウィルス感染症の影響により、事業
が５回中止された。

課題

基本方針４ 競技スポーツの推進

事業名 点検・評価

①
ス
ポ
ー

ツ
協
会
の
支
援

スポーツ協会運営・事
業補助金

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

スポーツ協会 競技団体の統括組織として、スポーツ協会事務局の適正な運営体制を継続的に整えていく。

事業内容
競技団体の活発な活動を促進するため、競技団体を統括する体
育協会の運営や活動の支援を行う。

計画

体育協会の運営や活動
の支援を行い、適正な運
営体制を整える。

体育協会の運営や活動
の支援を行い、適正な運
営体制を整える。
事務局体制の強化を行う
ために新たに１名分の人
件費補助を行う。

スポーツ協会の運営や
活動の支援を行い、適正
な運営体制を整える。

スポーツ協会の運営や
活動の支援を行い、適正
な運営体制を整える。

スポーツ協会の運営や活動
の支援を行い、適正な運営
体制を整える。

体育協会の運営や活動
の支援を行い、適正な運
営体制を整えた。
事務局体制の強化を行う
ために新たに１名分の人
件費補助を行った。

スポーツ協会の運営や活動
の支援を引き続き行い、適
正な運営体制を整えた。事
務局体制の強化をさらに図
るため、従来の事務局員の
うち１名を、新たに正規職員
として雇用する人件費補助
を行った。

スポーツ協会の運営や
活動の支援を行い、適正
な運営体制を整えた。ま
た、事務局体制の強化を
さらに図るため、専務理
事分の人件費補助を
行った。

スポーツ協会の運営や活動
の支援を行い、適正な運営
体制を整えた。また、事務局
体制の強化をさらに図るた
め、専務理事分の人件費補
助を行った。評価

・サッカー教室１２８人
・野球教室1５０人
・テニス教室３月中止
・剣道教室３月中止
・少年少女スポーツ教室
（共催事業）４０７人

・サッカー教室１０５人
・野球教室コロナ中止
・テニス教室コロナ中止
・剣道教室２８人
・少年少女スポーツ教室（共
催事業）コロナ中止評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

課題
指導者の確保・育成ならびに選手の発掘・育成が一層推進できる
仕組みを検討していく必要がある。

競技力向上のためのス
ポーツ教室や講習会の
参加者数　８００人

競技力向上のためのスポー
ツ教室や講習会の参加者数
９００人一部事業については新型コロナウィルス感染症の影響により中

止したが、競技団体と連携し、スポーツ教室や講習会を開催する
ことで、ジュニア世代の競技力向上につなげた。

事業内容
競技団体と連携し、国民体育大会に向けた選手の発掘・育成を
図る。

・サッカー教室　１６７人
・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ教室　６人
・野球教室（小・中学生）２７
２人
・テニス教室　２６人
・剣道教室　２４人
・少年少女スポーツ教室（共
催事業）　２７０人

実績

・サッカー教室　１７７人
・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ教室　４人
・テニス教室　１３２人
・剣道教室　３６人

成果

（
１

）
ス
ポ
ー

ツ
協
会
活
動
の
活
性
化

３

成果
競技団体の活発な活動を促進するため、スポーツ協会の運営体
制の強化を図り、その機能の向上につなげた。

課題
今後のスポーツ協会の運営や、国民スポーツ大会等の大規模大
会に向けて、一層の働きへの期待が高まることから、運営体制を
強化する必要がある。

子どもたちや保護者のニーズが多様化しているなか、魅力的なス
ポーツ少年団活動となるよう、啓発の強化や活動の充実等に取り
組む必要がある。

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ
顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新型
コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

基本方針４ 競技スポーツの推進

事業名 点検・評価

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ
顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新型
コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実績

交付件数　３件

新型コロナウイルス感染症により全国大会等が中止となったた
め、実施できなかったが、予算を確保し、各関係機関と連携を図
ることで、事業実施できる体制を整えた。

課題
本人の申請により、交付するものとなるため、出場が決定次第、
申請していただく旨、周知する必要がある。

交付件数　７件 交付件数　９件 交付件数　３件

世界選手権大会等にお
いて、極めて優秀な成績
をおさめられた選手を
「草津市民スポーツ大
賞」で表彰する。

平成２９年度に世界大会で極めて優秀な成績をおさめられた選
手に表彰を行うことができた。

３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

Ｒ２は新型コロナウイルス感染症の影響により大きく減少したもの
の、激励金の交付を通じて、競技に取り組む選手の励みの一つと
した。

各種大会出場者に激励
金を交付する。

実績

交付件数　７４件

世界選手権大会等にお
いて、極めて優秀な成績
をおさめられた選手を
「草津市民スポーツ大
賞」で表彰する。

各種大会出場者に激励金を
交付する。①

激
励
金
の
交
付

交付件数　０件

評価

②
ス
ポ
ー

ツ
顕
彰
の
実
施

草津市民スポーツ大賞

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

選手の競技に取り組む意欲の向上と、選手の活躍が市民の勇気と感動につなげる。

事業内容
オリンピックや世界選手権大会等において、極めて優秀な成績を
おさめられた選手を「草津市民スポーツ大賞」で表彰し、スポーツ
功労をたたえる。

受賞者数　１人 受賞者数　0人 受賞者数　０人 受賞者数　０人

評価 ３

課題 必要に応じて、受賞基準の見直し等を進める必要がある。

実績

受賞者数　０人

計画

世界選手権大会等にお
いて、極めて優秀な成績
をおさめられた選手を
「草津市民スポーツ大
賞」で表彰する。

世界選手権大会等にお
いて、極めて優秀な成績
をおさめられた選手を
「草津市民スポーツ大
賞」で表彰する。

世界選手権大会等におい
て、極めて優秀な成績をおさ
められた選手を「草津市民ス
ポーツ大賞」で表彰する。

スポーツ選手各種大会
出場激励金

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

選手の大会参加や競技に取り組む意欲の向上につなげる。

事業内容
競技に取り組む選手の側面的支援を行うため、各種大会出場者
に激励金を交付する

交付件数　７７件 交付件数　８２件 交付件数　８６件 交付件数　１４件

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果 計画

各種大会出場者に激励
金を交付する。

各種大会出場者に激励
金を交付する。

各種大会出場者に激励
金を交付する。

課題

障
害
福
祉
課

国スポやオリンピックを控え、各種大会に参加される種目も幅広
く、交付対象となる大会の拡大等を望む意見があることから、今
後のスポーツ情勢の変化に的確に対応していく必要がある。

障害のある人の各種大会参加や競技へ取り組む意欲の向上につなげる。

事業内容

（
３

）
各
種
大
会
出
場
者
へ
の
支
援

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

①
障
害
者
ア
ス
リ
ー

ト
へ
の
支
援

障害者アスリート各種
大会出場激励金

草津市 実施計画

パラリンピックや全国障害者スポーツ大会等の出場者に激励金
を交付する。

計画

各種大会出場者に激励
金を交付する。

各種大会出場者に激励
金を交付する。

各種大会出場者に激励
金を交付する。

各種大会出場者に激励
金を交付する。

各種大会出場者に激励金を
交付する。

成果

（
４

）
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

基本方針４ 競技スポーツの推進

事業名 点検・評価

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ
顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新型
コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

課題

実績

参加者数　３７人 参加者数　３７人

実施計画

障害者スポーツの裾野の拡大と競技力の向上を図る。

計画

参加者数　６５人 参加者数　６５人

参加者数　６７人参加者数　６２人

新型コロナウイルス感染症拡大の観点から、一部の競技の中止
や、全国大会出場希望者のみの参加等の対応があったことか
ら、例年より参加者数は減少したが、関係機関と連携し、参加の
支援を行った。その結果、障害者スポーツの競技力向上につな
がった。

障害者スポーツの競技人口を増やすため、魅力などを広くＰＲす
る必要がある。

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

４

小学生対象　６教室
中学生対象　１教室

小学生対象　６教室
中学生対象　１教室

成果

新型コロナウイルス感染症の影響により、開催の時期によっては
中止となった事業もあったものの、滋賀レイクスターズの選手等
による高度で質の高い指導を行いジュニア選手に夢と希望を与
えるとともに、競技力の向上を図った。

課題
引き続き、トップアスリート等を講師として誘致することで、魅力あ
る事業展開を図るとともに、ジュニアアスリートの育成に向けて、
関係競技団体と連携していく必要がある。

実績

小学生対象　６教室
・バレーボール教室
・バスケットボール教室
・ソフトテニス教室（春・秋）
・少年少女スポーツ教室
・小学生野球教室
中学生対象　１教室
・中学生バレーボール教室

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

②
専
門
性
を
生
か
し
た
ア
ス
リ
ー

ト
の
育
成

①
ジ

ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー

ト
の
育
成

各種ジュニアスポーツ
教室

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市スポーツ振興事業体

②
草
津
市
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
県
立
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー

等
と
の
連
携
に
よ
る
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の

推
進

滋賀県障害者スポーツ
大会

障
害
福
祉
課

草津市

事業内容
各種関係団体等と連携し、スポーツに取り組む選手の滋賀県障
害者スポーツ大会への参加を支援する。

小学生対象　６教室
中学生対象　１教室

小学生対象　６教室
中学生対象　１教室

小学生対象　６教室
中学生対象　１教室

参加者数　６５人 参加者数　６５人 参加者数　６５人

成果

計画

・トレーニングサポート　月４
回（コロナ中止）

評価

・トレーニング講習会　月
５回
・体力測定会

大学・企業等と連携し
たアスリートの育成

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市スポーツ振興事業体 実施計画

スポーツ協会、立命館大学 大学等の専門性を生かしたアスリートの育成や支援ができる機会を継続的に提供する。

成果
スポーツトレーナーを招き、実施主体と関係団体が連携しトレー
ニング講習会や体力測定会に携わっていただくことで、専門性の
高い支援の充実に努めた。

スポーツ講座　３回 スポーツ講座　３回 スポーツ講座　３回

参加者数　１０人

小学生対象９教室
・バレーボール教室
・バスケットボール教室
・レスリング教室・ソフトテニス教室
・ジュニア卓球教室・小学生野球教
室
・ガールズサッカー教室・テニス教室
・剣道教室
中学生対象
・バレーボール教室（人数が少なく中
止）

小学生対象６教室（ほか３教室計画してい
たものの、コロナ禍により中止）
・バレーボール教室
・バスケットボール教室
・ソフトテニス教室
・ガールズサッカー教室
・剣道教室
・レスリング教室（コロナ中止）
・ジュニア卓球教室（コロナ中止）
・テニス教室（コロナ中止）
中学生対象
・バレーボール教室

（
５

）
将
来
を
担
う
ア
ス
リ
ー

ト
の
育
成

課題
更なる参加者の拡大やアスリート育成に向けた事業となるよう研
究を進める必要がある。

実績

スポーツ講座　２回 スポーツ指導　週１回 ・トレーニング講習会　月
６回
・体力測定会

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

小学生対象　８教室
・バレーボール教室
・バスケットボール教室
・小学生野球教室
・ガールズサッカー教室
・レスリング教室　　他
中学生対象　１教室
・中学生バレーボール教室

小学生対象９教室
・バレーボール教室
・バスケッボールト教室
・レスリング教室　・ソフトテニス教室
・ジュニア卓球教室　・小学生野球教
室
・ガールズサッカー教室
・テニス教室　・剣道教室
中学生対象
・バレーボール教室（中止）
※応募人数が少なく中止

事業内容
大学等と連携し、より専門性の高い指導を行うなど、それぞれの
専門的観点からアスリートの育成や支援を行う。

計画

スポーツ講座　３回 スポーツ講座　３回

（
４

）
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進

実施計画

スポーツ協会 スポーツ教室を通じて、ジュニア選手の発掘や継続的なスポーツ活動の支援につなげる。

事業内容
スポーツ関係団体等と連携して、専門的な技術を持つ指導者を
招いたスポーツ教室を開催し、ジュニアアスリートの育成を図る。
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

基本方針４ 競技スポーツの推進

事業名 点検・評価

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ
顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新型
コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 R1 R2

区分 新規 継続

②
各
種
競
技
大
会
の
開
催

（
６

）
競
技
大
会
の
推
進

第７９回国民スポーツ
大会、第２４回全国障
害者スポーツ大会

ス
ポ
ー

ツ
大
会
推
進
室

草津市　 実施計画

スポーツ協会　　他 本市の競技スポーツの推進やスポーツ人口の拡大等に向けて、本大会の開催が一層の取組を図る契機とする。

事業内容
本市では複数の競技内定をいただいていることから、実行委員会
（準備委員会）を設立して各種の開催準備を進める。

計画

・準備委員会の設立準備
・各種計画の検討
・内定競技の啓発
・周知啓発活動の実施

・準備委員会の設立
・各種計画の検討や策定
・内定競技の啓発
・周知啓発活動の実施

成果
大会の１年延期を受けて、準備委員会の設立も延期したが、開催
に向けた各種調査は遅滞なく進めることができた。

課題
コロナ禍に対応した準備等を県や競技団体と連携しながら進めて
いく必要がある。

実績

・準備委員会の設立準備
　構成団体との調整
・各種計画の検討
　競技用具計画、施設整備計画　等
・内定競技の啓発
　バウンドテニス体験会
・周知啓発活動の実施
　ＹＭＩＴアリーナＯＰイベントでの啓
発　等

・準備委員会の設立準備
　構成団体との調整
・各種計画の検討
　競技用具計画、施設整備計画　等
・周知啓発活動の実施
　たび丸を活用したオリジナルロゴの
作成・活用　等評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

武道祭参加者数　３２０人
駅伝参加ﾁｰﾑ数　１４５ﾁｰﾑ

武道祭参加者数　２５０人
駅伝参加ﾁｰﾑ数　１２５ﾁｰﾑ

計画
Ｒ２はコロナ禍により中止となったものの、大会の開催を通じて、
各競技の普及啓発を図り、競技人口の拡大を図れた。

武道祭参加者数　３２０人
駅伝参加ﾁｰﾑ数　１４５ﾁｰﾑ

各種競技大会

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

スポーツ協会 大会の開催を通じて、各競技の競技人口拡大につなげる。

事業内容
「草津市武道祭」や「草津市駅伝競走大会」等、競技力の向上に
つながる各種競技大会を開催する。

武道祭参加者数　２００人
駅伝参加ﾁｰﾑ数　１１３ﾁｰﾑ

武道祭参加者数　２００人
駅伝参加ﾁｰﾑ数　１１９ﾁｰﾑ

武道祭参加者数　２００
人
駅伝参加ﾁｰﾑ数　１２６
ﾁｰﾑ

コロナ禍により中止

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

課題
コロナ禍でも実施できる工夫を行いつつ、引き続き、事業内容や
周知啓発の工夫を行い、参加しやすい環境づくりに向けて、関係
競技団体と連携していく必要がある。

実績

武道祭参加者数　３２０人
駅伝参加ﾁｰﾑ数　１４５ﾁｰﾑ

武道祭参加者数　３２０人
駅伝参加ﾁｰﾑ数　１４５ﾁｰﾑ

①
草
津
市
民
体
育
大
会
の
開
催

草津市民体育大会

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

スポーツ協会 大会の開催を通じて、選手個々の競技力の向上を図り、各競技全体の競技力向上につなげる。

事業内容
県民体育大会の選手選考会を兼ねた「草津市民体育大会」を種
目別に開催し、選手の日ごろの練習の成果を発揮する場や選手
間の交流する機会を提供する。

計画

参加者数　１，９００人 参加者数　２，０００人 参加者数　２，１００人 参加者数　２，２００人 参加者数　２，３００人

成果

武道祭参加者数　３２０人
駅伝参加ﾁｰﾑ数　１４５ﾁｰﾑ

課題
種目によっては、参加者の減少傾向があることから、開催日程の
工夫を行うなど、参加しやすい環境づくりと効果的な大会周知を
行う必要がある。

実績

参加者数　２，５０８人 参加者数　２，０８５人 参加者数　２，１６５人 参加者数　３８８人

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

参加者数　２，３９０人

新型コロナウイルスの影響により、開催競技数が少なかったもの
の、各競技に取り組む選手の日ごろの練習の成果を発揮する場
とするとともに、選手間の交流を通じて選手の競技に取り組む意
欲の向上につなげた。
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 検討 検討 新規 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 検討 新規 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 検討 検討 新規 継続 継続

草津市スポーツ振興事業体 実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ スポーツボランティアの協力体制を充実させ、ニーズに応じた協力が得られる環境を整える。

事業内容
各種スポーツイベント等の円滑な運営を図るため、スポーツボラン
ティア登録制度を設置し、スポーツボランティアの発掘・育成を図
る。

登録制度創設
登録者数　２７名
実施回数　４回

登録者数　２７名
実施回数　０回

登録者数　２７名
実施回数　３０回
小学生バレーボール教室
補助

登録者数　２７名
実施回数　１７回
小学生バレーボール教室
補助

登録者数　３５名 登録者数　４０名

③
ス
ポ
ー

ツ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
育
成

スポーツボランティア登
録制度

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

県等の事例研究
制度設計に向けたアイデ
ア抽出

計画

先進事例研究 登録制度設計 登録者数　３０名

課題
スポーツボランティア登録制度の認知が低いことから、登録者確
保に向けた周知に努めるとともに、積極的に活動機会の提供を図
る必要がある。

実績

３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果
県スポーツ協会等と連携した資格取得支援のあり方を検討すると
ともに、スポーツ少年団の指導者養成を継続した。

課題
コロナ禍における研修の工夫を行うとともに、支援制度の検討を進
め、また、個人の資格取得の機運を高める啓発を行う必要があ
る。

実績

取組なし

登録者数は目標に達していないものの、活発に制度が運営されて
おり、事業へのニーズの高まりが見受けられた。

成果
派遣件数は目標に達していないものの、人材バンク制度を活用
し、指導者の派遣を行うことで、中学校部活動の充実に向けた支
援を行うことができた。

課題
さらなる事業の拡大に向けて、周知や事業の確保に取り組む必要
がある。また、中学校部活動の活動時間に合わせた指導者の確
保が難しい状況もある。

実績

②
ス
ポ
ー

ツ
協
会
と
の
連
携

指導者人材バンク

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

スポーツ協会 実施計画

新たな指導者の発掘・育成につなげ、競技スポーツの指導体制の充実につなげる。

事業内容
競技別指導者の情報を集約して指導者人材バンクを構築し、ニー
ズに応じて、指導者を派遣する。

人材バンク制度創設
指導者派遣件数　１２件

指導者派遣件数　１２件 指導者派遣件数　１１件 指導者派遣件数　１２件

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

県内他市等の事例研究
指導者の情報集約

計画

先進事例研究 人材バンク制度創設
指導者派遣件数　１５件

指導者派遣件数　１５件 指導者派遣件数　１８件 指導者派遣件数　１８件

基本方針５ スポーツ環境の充実

事業名 点検・評価

①
指
導
者
の
育
成

スポーツ指導員等資格
取得支援事業

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

スポーツ協会 実施計画

専門的な知識を有する指導者を育成することで、競技に取り組む選手の競技力向上や指導体制の充実につなげる。

事業内容
各種スポーツの指導者の資質と指導力の向上、新たな指導者の
育成を図るため、スポーツ指導員等の資格取得に係る支援を行
う。

計画

先進事例研究 先進事例研究
支援制度設計

支援制度創設 支援件数　２件 支援件数　２件

先進事例研究 既存制度活用
スポ少指導者養成　６人

既存制度活用
スポ少指導者養成　１９
人

指導者・育成会研修会（コ
ロナ中止）
ＪＳＰＯコーチングアシス
タント３人
ＪＳＰＯ公認スタートコーチ
（コロナで講習会中止）評価

（
１

）
指
導
者
の
育
成
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
機
会
の
充
実

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ
顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新
型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

基本方針５ スポーツ環境の充実

事業名 点検・評価

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ
顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新
型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 検討 検討 新規 継続 継続

実績

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協力数　３人

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協力数　１８人

Ｒ２はコロナ禍により機会がなかったものの、関係団体の協力を得
ながら、スポーツイベントにおけるボランティアの機会充実を図れ
た。

課題
個人のボランティア機会の充実にむけては、滋賀県のスポーツボ
ランティア制度との連携を進めていく必要がある。

④
ス
ポ
ー

ツ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
機
会
の
充
実

スポーツボランティアの
積極的活用

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ 新たなスポーツボランティアの発掘・育成を図り、スポーツを支える人材確保につなげる。

事業内容
各種スポーツイベント等において、スポーツボランティアの積極的
な受け入れを行い、スポーツボランティア機会の充実を図る。

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協力数　１人　 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協力数　２人
関係団体協力数
延べ３９０人
（協力団体：スポーツ推進
委員協議会、スポーツ協
会、くさつ健・交クラブ・体
育振興会連絡協議会・立
命館大学　など）

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協力数　0人
関係団体協力数
延べ238人
（協力団体：スポーツ推進
委員協議会、スポーツ協
会、くさつ健・交クラブ・体
育振興会連絡協議会・立
命館大学　など）

新型コロナウイルス感染
症の影響により、事業が
中止となったことから０人

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協力数　１５人

計画

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協力数　５人 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協力数　７人 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協力数　９人

（
１

）
指
導
者
の
育
成
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
機
会
の
充
実

スポーツ情報誌発行（２
回）※コロナ禍により紙媒
体ではなく、WEB版発行

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

市民の情報誌への関心を集めるために、記事の内容や組み立て
等を他市事例を参考にして、引き続き工夫する必要がある。

実績

県体協の事例研究
情報紙発行に向けたアイ
デア抽出

スポーツ情報紙発行 スポーツ情報紙発行
（１２月、３月）

情報紙発行

成果

HPアクセス数
　２０８，８２５
予約状況閲覧システムア
クセス数　５９８，８６７

コロナ禍に対応し、ＷＥＢ版でのスポーツ情報の発信をすることが
できた。また、活動団体のメンバー募集記事などの掲載を行い、地
域に根付いたスポーツ情報の発信をしている。

課題 スポーツ情報誌発行（４回）

計画

先進事例研究 市内スポーツ情報集約 情報紙発行 情報紙発行

HPアクセス数
　２２０，１２４
予約状況閲覧システムア
クセス数　５０２，００９

市内のスポーツイベントや、各スポーツ関係団体の活動状況等の
情報を集約したスポーツ情報紙を発行し、スポーツ情報のより効
率的・効果的な発信を行う。

評価 ４

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

草津市スポーツ振興事業体 実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員協議会 市民がスポーツ情報に接しやすい環境を整え、市民の積極的なスポーツ活動への参画につなげる。

市内のスポーツ団体等と連携した情報発信や様々な情報発信
ツールの活用を通じて、より効率的・効果的な情報発信を行う必要
がある。

実績

HPアクセス数
　１９５，２８５
予約状況閲覧システムア
クセス数　２４２，２４２

HPアクセス数
　２１３，０２２
予約状況閲覧システムア
クセス数　３０５，２５０

HPアクセス数
　１８６，９８９
予約状況閲覧システムア
クセス数　３８４，１８３

（
２

）
新
た
な
ス
ポ
ー

ツ
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築

①
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
充
実

草津市スポーツ情報
ネットの充実

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市スポーツ振興事業体

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員協議会 市民の多様なニーズに応じたスポーツ情報の発信に努め、市民のスポーツに対する関心の高まりにつなげる。

事業内容
社会体育施設のHP「草津市スポーツ情報ネット」の充実を図るた
め、スポーツ関係団体の活動情報等の相互リンクや、予約情報シ
ステム導入の検討を行う。

計画

HPアクセス数
　７６，０００

HPアクセス数
　８２，０００

HPアクセス数
　８８，０００

HPアクセス数
　９４，０００

HPアクセス数
　１００，０００

成果
社会体育施設のＨＰ「草津市スポーツ情報ネット」でRSSを活用し
て市内の新着情報の共有や、SNSとの連動、音声による施設の紹
介等、スピード感があり、工夫した情報発信を行った。

課題

②
各
種
情
報
メ
デ

ィ
ア
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
充

実
草津市スポーツ情報紙
の発行

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

事業内容
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

基本方針５ スポーツ環境の充実

事業名 点検・評価

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ
顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新
型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 検討 新規 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

（
３

）
社
会
体
育
施
設
等
の
整
備
・
充
実

③
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
推
進

社会体育施設整備改修
事業（営繕）

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

スポーツ協会 社会体育施設の適正な機能を維持していくことで、誰もが快適にスポーツができる環境を整える。

事業内容
スポーツができる場所として社会体育施設の適正な機能を維持し
ていくために、施設に必要な改修等を行う。

計画

必要な整備・改修
　・常盤東健康広場
　・武道館武道場床
　・ふれあい体育館外壁

必要な整備・改修
　・三ツ池テニスコート整
備

必要な整備・改修 必要な整備・改修 必要な整備・改修

成果
社会体育施設の適正な機能維持に向けて、必要な整備・改修を
図った。

課題

市内社会体育施設の機能維持のみならず、経年により老朽化が
進む付帯施設や、現存の施設への改善要望に対しての対応等を
計画的に実施し、より市民に利用しやすい施設にしていく必要が
ある。

実績

・常盤東健康広場
　グラウンド舗装改修
・武道館武道場床
　床塗装補修
・ふれあい体育館外壁
　外壁補修

・三ツ池テニスコート整備
　クレイ４面
・総合体育館屋外排水設
備

・ふれあい体育館屋根等
　工事設計

・ふれあい体育館屋根等
改修工事
・野村運動公園グラウンド
防球ネット改修工事実施
設計

・野村運動公園グラウンド
防球ネット改修工事
・総合体育案トップライト
防水修繕工事
・総合体育館ポンプ室改
修工事評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

実施計画

スポーツ協会　他 第７９回国民スポーツ大会の競技種目の開催に必要な施設規模を確保する。

事業内容
第７９回国民スポーツ大会に向けて、競技会場となる社会体育施
設等の必要な整備・改修を行う。

計画

競技種目等の情報収集 競技会場の整備・改修
・ＹＭＩＴアリーナ

競技会場の整備・改修
・ＹＭＩＴアリーナ
・（仮称）草津市立プール

競技会場の整備・改修
・（仮称）草津市立プール

競技会場の整備・改修
・（仮称）草津市立プール

成果
（仮称）草津市立プール整備・運営事業について、基本計画を策定
の上、入札公告を実施し、落札者を決定した。

課題
令和７年に開催予定の国スポ・障スポに向けて、また大会後の施
設の利用を見据えて施設整備を進める必要がある。

実績

競技種目の内定
　・バレーボール
　（成年男女）
　・バスケットボール
　（少年女子）
　・ソフトボール
　（少年男子）

競技種目の内定
・軟式野球（成年男子）
競技会場の整備
・ＹＭＩＴアリーナの建設
・（仮称）草津市立プール
整備計画の策定に着手

競技会場の整備
・ＹＭＩＴアリーナの竣工
・（仮称）草津市立プール
整備基本計画を策定

競技会場の整備
・（仮称）草津市立プール整
備・運営事業
競技種目の内定
【公開競技】バウンドテニス
【障スポ】バレーボール（精）

競技会場の整備
・（仮称）草津市立プール整備・
運営事業
競技種目の内定
【正式競技】水泳（４種目）
【デモスポ】ノルディックウォー
ク・スポーツウエルネス吹矢・イ
ンディアカ

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

①

（
仮
称

）
野
村
ス
ポ
ー

ツ
ゾ
ー

ン
の
整
備

野村公園整備事業

公
園
緑
地
課

草津市 実施計画

スポーツ協会、観光物産協会、中心市街地活性化協議会、立命館大学 既存スポーツ施設の規模や機能強化により、様々な競技や大規模なスポーツイベント等の受け入れにつなげる。

事業内容
中心市街地活性化に貢献する集客拠点、かつ緑地やオープンス
ペースが不足する中心市街地のみどりの拠点となるよう、既存ス
ポーツ施設の規模や強化等を核とした公園整備を行う。

計画

◆第１期事業
用地取得

◆第１期事業
建築工事

◆第１期事業（完了）
建築工事

成果
市民体育館の老朽化による建替えを行った。その結果、中心市街
地におけるにぎわい拠点としての機能を担う施設を整備すること
ができた。

課題
新たに供用を開始したくさつシティアリーナを活用し、市民が気軽
に施設を利用したり、身近にプロスポーツを感じることで、健幸づく
りに触れていただけるような事業を進めていく必要がある。

②
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ

大
会
に
向
け
た
施
設
の
整
備
・
充
実

社会体育施設等整備
改修事業（国スポ整備）

ス
ポ
ー

ツ
大
会
推
進
室
・
プ
ー

ル
整
備
事
業
推
進
室

草津市

Ｒ１．６．２２
くさつシティアリーナ供用
開始
Ｒ１．６．２３
オープニング記念イベント
の開催

新型コロナウイルス感染
症対策を行いながら、プ
ロスポーツの試合や大規
模集客事業を実施。

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

◆第１期事業
用地取得（約14,000㎡）
※H29.3.27土地売買契約
締結

◆第１期事業
建築工事着手（２ヶ年）

◆第１期事業（完了）
建築工事完成

実績
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

基本方針５ スポーツ環境の充実

事業名 点検・評価

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ
顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新
型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

利用希望が輻輳している学校もある現状を踏まえて、よりよい学
校開放のルールを検討していく必要がある。

実績

開放校
　小学校　１４校
　中学校　　５校
クラブ運営校
　小学校　　４校
　中学校　　１校

開放校
　小学校　１４校
　中学校　　５校
クラブ運営校
　小学校　　４校
　中学校　　１校

開放校
　小学校　１４校
　中学校　　５校
クラブ運営校
　小学校　　５校
　中学校　　１校

開放校
　小学校　１４校
　中学校　　５校
クラブ運営校
　小学校　　６校
　中学校　　１校

開放校
　小学校　１４校
　中学校　　５校
クラブ運営校
　小学校　　６校
　中学校　　１校評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

公園再整備　11箇所
・西一第二児童遊園　・木
川六ノ坪児童公園
・田白児童公園　・若草三
丁目児童遊園
・東南笠児童公園　・山寺
十徳児童遊園　　他

公園整備　９箇所
・矢橋公園
・新浜尺迦野第二児童遊
園
・新浜尺迦野第三児童遊
園
・鳩ヶ森・よし池児童遊園
・師子舞谷児童公園

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

貸館施設　１４館

評価 ３

（
４

）
学
校
体
育
施
設
開
放
の
充
実

①
学
校
体
育
施
設
開
放
の
充
実

学校体育施設開放事業

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

くさつ健・交クラブ、各地域スポーツクラブ 身近な場所でスポーツができる環境を整えることにより、市民の活発なスポーツ活動につなげる。

事業内容
市内小・中学校の学校体育施設を広く開放し、市民が身近にス
ポーツができる場所の充実を図るとともに、地域スポーツクラブ等
による学校開放運営を推進する。

計画

開放校
　小学校　１４校
　中学校　　５校
クラブ運営校
　小学校　　４校
　中学校　　１校

開放校
　小学校　１４校
　中学校　　５校
クラブ運営校
　小学校　　４校
　中学校　　１校

開放校
　小学校　１４校
　中学校　　５校
クラブ運営校
　小学校　　４校
　中学校　　１校

開放校
　小学校　１４校
　中学校　　５校
クラブ運営校
　小学校　　６校
　中学校　　１校

開放校
　小学校　１４校
　中学校　　５校
クラブ運営校
　小学校　　６校
　中学校　　１校

成果
新型コロナウイルス感染症対策等、利用条件を見直しつつ、学校
体育施設の開放を通じて、市民が気軽にスポーツができる場所の
充実につなげた。

課題

（
３

）
社
会
体
育
施
設
等
の
整
備
・
充
実

⑤
公
園
の
整
備
・
充
実

児童公園等再整備事業

公
園
緑
地
課

草津市 実施計画

各町内会 利用者ニーズに合った公園の再整備を行うことで、子どもの外遊びの機会を増やし、基礎体力の増進につなげる。

事業内容
児童公園・児童遊園の老朽化対策として、地元町内会の意見等を
聴くことで、利用者ニーズの把握に努めながら、再整備（リニュー
アル）、改修を行う。

計画

公園再整備　３箇所 公園再整備　３箇所 公園再整備　３箇所 公園再整備　３箇所 公園再整備　３箇所

成果
児童公園・児童遊園の老朽化対策として、公園の再整備（リニュー
アル）を行った。その結果、利用者が安全かつ快適に公園を利用
できるようになった。

課題
市内には、300箇所以上の公園が存在するため、計画的に老朽化
対策を実施していく必要がある。

実績

公園再整備　３箇所
・野村下伊屋田児童遊園
・田白児童公園
・木川四石舞児童公園

公園再整備　４箇所
・野村東公園
・追分丸尾北公園
・野路下北池南児童遊園
・野村南浦児童公園

公園再整備　７箇所
・西大路列草児童遊園
・上笠五反長児童遊園
・野路下北池北児童遊園
・野路下北池西児童遊園
・師子舞谷児童公園
他

④
地
域
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

等
の

地
域
の
身
近
な
施
設
の
活
用

地域まちづくりセンター
貸館事業

ま
ち
づ
く
り
協
働
課

草津市 実施計画

地域まちづくりセンターの貸館を通じて、市民が身近に運動・スポーツができる場所や機会の充実につなげる。

事業内容
地域まちづくりセンターにおいて各諸室の貸館を行い、健康体操
やダンス等の運動・スポーツができる場所を提供する。

計画

貸館施設　１４館 貸館施設　１４館 貸館施設　１４館 貸館施設　１４館 貸館施設　１４館

成果

健康体操やダンス等のスポーツ、軽運動ができる場所として、市
内にある１４の地域まちづくりセンターで諸室の貸館を行った。
その結果、多数の方が気軽に運動・スポーツができる場所の充実
につなげた。

課題
多様な主体による利用を通して、地域の交流や連帯感の醸成、地
域振興に繋げる必要がある。

実績

貸館施設　１４館 貸館施設　１４館 貸館施設　１４館 貸館施設　１４館

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった
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草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート

施策 具体的な取組 担当課

基本方針５ スポーツ環境の充実

事業名 点検・評価

※令和２年度は、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ
顕著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新
型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 検討 検討 新規 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

区分 継続 継続 継続 継続 継続

立命館大学ＢＫＣクインス
スタジアム、スポーツ健
康コモンズを利用

新型コロナウイルス感染
症の影響により、利用無
し
【年度当初の計画】
〇市民体育大会
・立命館大学BKCスポー
ツ健康コモンズ（水泳）
・同大学グリーンフィール
ド（ラグビーフットボール）

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

（
５

）
企
業
等
管
理
施
設
の
有
効
活
用

①
企
業
等
管
理
施
設
の
有
効
活
用

企業等管理施設の一般
開放の検討

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

草津市 実施計画

企業等 体育施設を保有する企業の協力を得て、より市民が身近にスポーツができる場所の充実につなげる。

事業内容
市内のスポーツができる場所を充実させるため、企業等と連携・協
力し、企業等が保有する体育施設の市民への一般開放を検討す
る。

計画

先進事例研究 一般開放制度設計 一般開放制度創設 協力企業数　２企業 協力企業数　３企業

成果
Ｒ２はコロナ禍により機会がなかったものの、企業の協力を得なが
ら、企業施設の一般開放を推進することができた。

課題
企業の施設を利用することは、感染症対策のほか、不特定多数の
入退場を許可しなければならないというセキュリティー上の大きな
課題がある。

実績

企業保有施設情報収集 事例研究・課題整理

「草津ナイトレース」、「関
西シクロクロス」の開催協
力を行う。

「草津ナイトレース」、「関
西シクロクロス」の開催協
力を行う。

「草津ナイトレース」の開
催協力を行う。

「草津ナイトレース」の開
催協力を行う。

②
近
隣
自
治
体
等
と
の
連
携

自転車競技大会の開催
協力

商
工
観
光
労
政
課

草津市 実施計画

京都府自転車競技連盟、滋賀県自転車競技連盟 自転車競技大会の開催を通じて、市内外への草津市の魅力等の発信につなげる。

事業内容
烏丸半島で開催される「草津ナイトレース」、「関西シクロクロス」の
自転車競技大会の開催協力を行う。

・草津ナイトレース
　７月２９日、８月５日
・関西シクロクロス
　１２月２４日

・草津ナイトレース
　７月２１日、８月４日

・草津ナイトレース
７月２０日、８月１０日

・草津ナイトレース
８月８日、８月１５日
・関西シクロクロス
１１月８日

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

事業内容

（
６

）
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
機
会
の
充
実

各日とも２００名程度の参加者が訪れ、自転車の利用促進や烏丸
半島の魅力発信に一定の効果があった。

課題
イベント参加者はイベント参加が目的であり、イベント前後に市内
観光や宿泊施設を利用している方は少ない。イベント実施にともな
う市内での消費行動を促す仕組み作りが必要である。

・草津ナイトレース
　７月３０日、８月６日
・関西シクロクロス
　１２月２５日

市民体育館の老朽化による建替えを行った。その結果、中心市街
地におけるにぎわい拠点としての機能を担う施設を整備すること
ができた。

課題
新たに供用を開始したくさつシティアリーナを活用し、市民が気軽
に施設を利用したり、身近にプロスポーツを感じることで、健幸づく
りに触れていただけるような事業を進めていく必要がある。

実績

◆第１期事業
用地取得（約14,000㎡）
※H29.3.27土地売買契約
締結

計画

◆第１期事業
用地取得

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

「草津ナイトレース」、「関
西シクロクロス」の開催協
力を行う。

①

（
仮
称

）
野
村
ス
ポ
ー

ツ
ゾ
ー

ン
等
を
生
か
し
た

ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
推
進

野村公園整備事業

公
園
緑
地
課

草津市 実施計画

スポーツ協会、観光物産協会、中心市街地活性化協議会、立命館大学 既存スポーツ施設の規模や機能強化により、様々な競技や大規模なスポーツイベント等の受け入れにつなげる。

中心市街地活性化に貢献する集客拠点、かつ緑地やオープンス
ペースが不足する中心市街地のみどりの拠点となるよう、既存ス
ポーツ施設の規模や強化等を核とした公園を整備し、大規模なス
ポーツイベント等を受け入れる。

◆第１期事業
建築工事着手（２ヶ年）

◆第１期事業（完了）
建築工事（ＹＭＩＴアリー
ナ）
※Ｈ３１年３月末竣工

・Vリーグ　6日　開催
・Bリーグ　4日　開催
・大相撲巡業　１日　開催
・その他各種イベント　数
日開催

・Ｂリーグ　6日　開催
・日本障がい者バトミント
ン選手権大会　2日　開催
・その他各種イベント　数
日開催

評価 ３

◆第１期事業
建築工事

◆第１期事業（完了）
建築工事

立命館大学ＢＫＣクインス
スタジアム、スポーツ健
康コモンズを利用
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